
元
代
集
賢
院
の
設
立

櫻

井

智

美

【
要
約
】
　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
元
代
の
集
賢
院
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
時
期
に
あ
た
る
至
元
年
間
を
中

心
に
、
集
賢
院
設
立
ま
で
の
経
緯
・
人
物
・
主
要
な
活
動
・
他
機
関
と
の
関
連
な
ど
を
詳
細
に
考
察
し
た
。
弔
意
院
成
立
の
背
景
に
は
，
従
来
か
ら
強
調

さ
れ
て
き
た
道
教
と
政
権
を
結
ぶ
組
織
の
整
備
と
い
う
目
的
だ
け
で
な
く
、
政
権
に
役
立
つ
人
物
を
任
用
す
る
機
関
を
作
る
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
の
役
割

は
、
皇
室
の
志
向
や
他
機
関
と
の
設
営
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、
教
育
機
関
の
統
轄
・
所
属
機
関
へ
の
影
響
な
ど
を
含
め
、
そ
の
後
少
し
ず
つ
変
化
し
た
が
、

す
べ
て
当
初
の
集
賢
官
が
具
有
し
た
「
集
賢
（
賢
才
を
集
め
る
）
」
と
い
う
枠
組
み
か
ら
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
豊
岡
後
期
に
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
任

用
の
側
面
で
も
、
道
教
や
教
育
管
理
の
側
面
で
も
、
新
興
勢
力
で
あ
る
江
南
と
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
。
元
代
の
官
吏
任
用
に
つ
い
て
、
科
挙
だ
け
で
は

な
い
多
様
な
出
仕
経
路
の
制
度
的
裏
づ
け
に
も
注
意
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
八
三
巻
三
号
　
二
〇
〇
〇
牟
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

元代集賢院の設立（櫻井）

　
「
集
賢
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
考
え
る
と
、
「
賢
人
を
集
め
る
」
こ
と
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
名
を
冠
し
た
建
物
及
び
衙
門

の
登
場
は
、
唐
鞍
ま
で
遡
る
。
『
旧
添
書
』
三
八
「
玄
宗
本
紀
上
」
開
元
　
三
年
四
月
丁
巳
（
七
二
五
）
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
集
仙
殿
を
改
め
て

集
賢
殿
と
為
し
、
麗
正
殿
書
院
は
集
早
耳
書
院
に
改
む
。
内
五
品
巳
上
は
学
士
と
為
し
、
六
品
已
下
は
直
学
士
と
為
す
。
」
と
、
玄
宗
時
期
に

「
集
賢
」
の
官
が
初
め
て
現
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
職
掌
は
「
古
今
の
経
籍
を
刊
緯
し
、
以
て
邦
国
の
大
典
を
弁
明
し
、
而
し
て
顧
問
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

対
に
備
う
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
宋
の
「
聖
賢
殿
」
は
、
太
宗
太
平
興
国
三
年
頃
九
七
八
）
に
、
史
館
・
昭
文
館
と
並
ぶ
三
下
の
一
つ
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と
し
て
建
設
さ
れ
、
そ
の
名
称
は
、
「
学
士
」
・
「
修
撰
」
以
下
に
冠
さ
れ
て
忌
違
の
｛
つ
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
徽
宗
政
和
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
＝
一
六
）
に
至
っ
て
建
物
の
名
称
が
「
右
文
殿
」
と
改
称
さ
れ
る
と
、
「
集
賢
殿
」
と
い
う
名
称
を
冠
す
る
官
職
は
｝
旦
消
滅
す
る
。
集
賢

官
の
官
制
上
に
お
け
る
位
置
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
一
貫
し
て
経
籍
を
刊
輯
し
、
国
家
の
重
要
事
に
与
っ
た
。
集
賢
官
と
な
っ

た
人
物
の
中
に
は
、
皇
帝
の
諮
問
に
答
え
る
ブ
レ
イ
ン
と
な
り
、
の
ち
に
は
高
位
高
官
に
就
く
こ
と
に
な
る
よ
う
な
人
物
も
い
た
。

　
北
角
ま
で
の
滋
藤
院
に
つ
い
て
は
豊
富
な
先
行
研
究
が
あ
り
、
そ
の
実
像
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
集
産
院
に
つ
い
て

の
研
究
状
況
は
全
く
異
な
る
。
金
壷
に
は
、
宣
宗
貞
祐
五
年
七
月
（
＝
＝
七
）
か
ら
の
十
年
夏
の
間
、
集
賢
院
が
設
け
ら
れ
、
知
集
賢
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

（
従
四
等
星
・
良
知
集
賢
院
・
司
議
官
・
盗
議
官
等
が
置
か
れ
た
。
金
代
の
集
賢
院
は
、
名
称
と
し
て
は
北
島
ま
で
の
集
賢
殿
の
名
称
を
嗣
い

で
い
る
も
の
の
、
職
掌
や
機
能
の
継
承
・
変
化
に
つ
い
て
は
、
設
置
期
間
の
短
さ
や
史
料
自
体
の
不
足
も
あ
り
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
た
だ
、
司
議
官
や
沓
議
官
等
の
唐
宋
時
代
に
は
見
ら
れ
な
い
職
名
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
や
、
就
任
し
た
人
物
の
兼
官
状
況
か
ら
み
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

諮
問
に
備
え
る
職
務
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
の
み
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
元
代
の
集
賢
院
に
目
を
移
す
と
、
ま
ず
『
元
史
』
巻
八
七
「
百
官
志
三
」
に
、

　
　
学
校
を
提
要
し
、
隠
逸
を
徴
求
し
、
賢
良
を
召
集
す
る
を
掌
り
、
凡
そ
国
子
監
・
玄
門
道
教
・
陰
陽
・
祭
祀
・
占
卜
祭
遁
の
事
悉
く
渇
す
。

と
あ
る
の
が
基
本
史
料
と
な
る
。
こ
の
「
百
官
志
」
の
記
事
を
、
唐
宋
時
代
の
「
章
章
」
官
の
職
務
と
比
べ
る
と
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。
ま

ず
、
書
物
の
収
集
や
保
管
と
い
う
文
言
が
職
掌
表
現
か
ら
消
え
る
。
そ
し
て
、
「
集
賢
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
体
現
す
る
よ
う
な
賢
良
召
集

の
役
目
や
、
中
央
や
地
方
の
学
校
の
管
理
、
道
教
の
統
轄
等
の
機
能
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
。
こ
の
大
き
な
変
化
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
官

制
上
の
基
準
や
価
値
観
の
差
異
を
表
す
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
百
官
志
」
の
記
事
は
、
面
々
二
年
（
～
三
一
三
）
に
成
立
し
た
『
経
世
大
典
』
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
文
宗
ト
ク
テ
ム
ル
の
時
代
に
は
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
な
職
務
が
集
賢
院
の
職
掌
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
十
寸
院
に
関
わ
っ
た
人
物
が
政
界
で
果
た
す
役
割
を
追
っ
て
い
く
と
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
元
と
い
う
～
時
代
の
中
で
も
、

時
期
に
よ
っ
て
役
割
に
変
遷
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
、
「
百
宮
志
」
が
元
代
を
通
じ
て
の
集
賢
院
の
職
掌
や
性
格
を
正
確
に
表
し
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て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
元
代
の
集
賢
院
に
つ
い
て
は
、
道
教
集
団
と
の
関
係
を
論
証
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
が
、
組
織
自
体
の
役
割
を
対
象
と
し
、
そ

の
位
置
づ
け
を
行
う
よ
う
な
研
究
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
元
代
聖
賢
院
の
機
能
に
注
目
し
、
役
割
の
変
化
や
そ
の
政
治

的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
た
だ
し
、
集
賢
院
成
立
の
至
元
年
間
を
中
心
に
記
述
を
進
め
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
が
元
代
集
賢
院

の
基
本
的
性
格
を
決
定
づ
け
た
時
期
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
身
代
の
集
賢
聖
や
元
代
中
後
期
の
集
賢
聖
を
考
え
て
い
く
際
の
基
準
と

も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
時
間
を
一
つ
の
軸
と
す
る
ほ
か
、
「
百
官
志
」
所
載
の
職
掌
を
ヒ
ン
ト
に
、
①
学
校
（
国
子
監
を

含
む
）
関
係
、
②
隠
逸
徴
求
及
び
道
教
・
陰
陽
・
祭
祀
、
③
賢
良
の
召
集
、
の
三
つ
の
柱
を
立
て
る
。
こ
の
分
類
は
、
陰
陽
学
が
存
在
す
る
点
、

隠
逸
徴
求
と
賢
良
召
集
が
一
面
不
可
分
な
点
等
、
多
く
の
矛
盾
を
含
む
こ
と
も
事
実
で
、
他
方
面
か
ら
の
検
討
を
挟
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
。
こ
の
三
つ
の
側
面
を
詳
細
に
考
察
す
る
前
に
、
第
　
章
で
は
、
ま
ず
集
賢
院
設
立
ま
で
の
軌
跡
を
正
確
に
た
ど
り
た
い
。

①
　
　
『
大
唐
六
典
㎞
巻
心
「
集
賢
院
学
士
」
。

②
宋
代
の
集
賢
殿
に
つ
い
て
は
、
梅
原
一
九
八
五
、
第
四
章
「
宋
代
の
館
職
」
を

　
参
照
。

③
細
金
史
』
巻
五
六
「
百
官
志
二
」
集
賢
院
の
条
、
及
び
同
書
巻
　
五
「
宣
宗
本

　
紀
中
漏
興
定
元
年
七
月
乙
巳
の
条
（
貞
祐
五
年
は
九
月
壬
午
に
興
定
元
年
に
改
元

　
さ
れ
た
）
。

【、

褐
ｳ
二
二
年
ま
で

④
三
上
一
九
六
九
で
は
、
集
賢
官
と
な
っ
た
人
物
の
大
部
分
を
挙
げ
、
集
賢
院
の

　
設
置
と
廃
止
時
期
、
及
び
そ
の
性
格
や
設
置
理
由
を
論
じ
て
い
る
。
集
賢
院
は
、

　
益
政
院
へ
と
拡
充
・
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

⑤
藤
島
一
九
七
一
、
孫
克
寛
一
九
六
八
b
の
「
上
編
第
四
」
等
、
道
教
集
団
と
の

　
関
係
を
考
察
す
る
論
考
は
若
干
あ
り
示
唆
に
富
む
が
、
ど
れ
も
集
賢
院
そ
の
も
の

　
を
考
察
の
主
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（一

j
　
至
元
二
〇
年
以
前
の
集
賢
官

「
百
宮
志
」
の
集
賢
院
の
条
に
は
、
先
に
引
用
し
た
部
分
に
続
け
て
、

　
国
初
、
集
賢
は
翰
林
国
史
院
と
官
署
を
同
一
に
す
。
二
元
二
十
二
年
、
分
け
て
両
院
を
置
く
。
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と
あ
る
。
こ
の
条
だ
け
に
よ
れ
ば
、
『
読
史
』
の
い
う
「
国
初
」
、
つ
ま
り
中
統
年
間
か
ら
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
翰
林
院
の
官
署
の
中
に
集

国
華
が
間
借
り
し
て
い
て
、
至
元
二
二
年
（
＝
一
八
五
）
に
な
っ
て
紅
茸
し
た
か
の
よ
う
に
と
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
同
巻
の
翰
林
兼
国

史
院
の
条
に
、

　
　
中
言
初
、
王
鴉
を
以
て
翰
林
学
士
（
承
旨
）
と
為
す
も
、
未
だ
宮
署
は
立
て
ず
。
至
元
元
年
始
め
て
置
く
。
…
…
二
十
年
、
集
賢
聖
を
省
併
し
て
翰
林
国

　
　
史
集
賢
院
と
為
す
。
…
…
二
十
二
年
、
復
た
分
け
て
集
賢
院
を
立
つ
。

と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
何
ら
か
の
形
で
存
在
し
た
集
聖
霊
が
、
至
元
二
〇
年
に
至
っ
て
一
旦
は
翰
林
院
に
合
わ
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
集
賢
院
は
、
実
際
、
組
織
・
機
構
と
し
て
、
も
し
く
は
官
署
・
建
物
の
名
称
と
し
て
、
あ
る
い
は
宋
代
に
み
え
た
単
な
る
称
号
と
し
て
存

在
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
「
百
官
志
」
に
お
い
て
正
式
な
設
立
の

年
と
さ
れ
る
二
元
二
二
年
以
前
の
動
向
を
、
（
一
）
至
元
二
〇
年
以
前
と
、
（
二
）
翰
林
国
史
院
に
合
併
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
二
〇
～
二
二
年

に
分
け
て
探
っ
て
い
く
。

　
年
代
が
特
定
で
き
る
最
も
早
い
任
官
例
は
、
至
元
入
年
（
＝
～
七
一
）
の
許
衡
で
あ
る
。
『
元
史
』
細
思
「
世
祖
本
紀
四
」
至
元
八
年
三
月
乙

酉
の
条
に
、

　
　
許
衡
老
疾
を
以
て
中
書
の
機
務
を
辞
し
、
集
賢
大
学
士
・
国
子
祭
酒
に
除
せ
ら
る
。
衡
旧
俸
を
納
還
せ
ば
、
癒
し
て
別
に
新
鹿
を
以
て
之
に
給
す
。
命

　
　
じ
て
国
子
学
を
設
け
、
事
業
・
博
士
・
助
教
各
一
員
を
増
置
し
、
随
喜
百
宮
近
侍
の
蒙
古
・
漢
人
の
子
孫
及
び
俊
秀
な
る
者
を
選
び
て
生
徒
に
充
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
し
て
、
集
賢
大
学
士
の
名
称
が
み
ら
れ
る
。
彼
は
元
代
北
方
の
理
学
者
と
し
て
非
常
に
有
名
な
人
物
で
あ
り
、
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
に
即
位
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
ら
仕
え
る
教
育
者
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
再
選
が
集
賢
大
学
士
の
称
号
を
受
け
た
背
景
に
は
、
当
時
の
彼
の
特
別
な
地
位
が
あ
っ
た
。

旦
ハ
体
的
に
は
、
彼
が
中
書
の
職
を
解
か
れ
た
事
実
や
、
彼
が
中
心
と
な
っ
て
、
不
完
全
な
形
で
は
あ
れ
国
子
学
が
組
織
と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ

と
が
強
く
関
わ
・
て
撫
・
許
衡
は
直
前
に
中
書
左
動
に
任
命
さ
れ
た
が
・
し
き
り
に
そ
の
職
を
解
か
れ
る
こ
と
を
乞
い
・
至
元
七
～
八
年
の
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時
点
で
は
正
二
品
だ
っ
た
中
書
左
丞
か
ら
、
中
里
二
年
（
一
二
六
一
）
に
も
就
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
国
子
祭
酒
の
職
に
転
任
す
る
こ
と
に
な
つ
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た
。
後
に
決
ま
る
品
秩
で
は
正
三
晶
に
あ
た
る
国
子
祭
酒
へ
の
転
任
は
、
官
野
上
明
ら
か
に
降
格
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
国
子
祭
酒

以
上
の
官
秩
を
持
つ
官
へ
の
就
任
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
聖
賢
大
学
士
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
集
賢
大
学
士
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
理
由
は
、
な
か
ん
ず
く
、
国
子
学
と
い
う
組
織
と
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
同
じ
く
至
元

八
年
、
国
子
監
の
も
と
に
国
子
学
を
設
け
、

　
　
　
　
は
じ
め

　
　
先
生
四
相
府
に
居
り
、
丞
相
旨
を
伝
え
て
蒙
古
生
四
人
を
教
え
し
め
、
後
又
た
旨
を
奉
じ
て
七
人
を
教
う
。
是
に
至
り
て
旨
有
り
て
、
四
方
及
び
郡
下

　
　
の
受
業
を
願
う
者
を
し
て
倶
に
其
の
列
に
預
か
る
を
得
し
む
。
即
ち
南
城
の
旧
枢
密
院
を
し
て
学
を
設
け
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
、
校
舎
を
準
備
し
て
広
く
生
徒
を
募
っ
た
。
許
衡
は
、
国
子
学
の
上
部
組
織
で
あ
る
国
子
監
の
代
表
と
し
て
、
再
び
国
子
祭
酒
の
官
職
に
就

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
度
の
国
子
祭
酒
は
、
中
統
二
年
に
手
量
が
就
任
し
た
と
き
よ
り
ず
っ
と
実
態
を
伴
っ
て
い
た
。
彼
は
教
育
に
長
年
携
わ

っ
て
き
た
経
験
を
基
盤
に
国
学
の
成
立
を
目
指
し
て
い
た
。
集
賢
大
学
士
と
な
っ
た
理
由
を
そ
の
延
長
線
上
で
と
ら
え
れ
ば
、
国
子
監
が
生
徒

を
広
く
募
集
し
た
点
が
「
集
賢
」
の
語
義
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
集
賢
大
学
士
の
称
号
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
彼

は
以
前
の
教
え
子
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
当
時
文
章
の
官
が
一
般
に
就
い
て
い
た
翰
林
官
で
は
な
く
、
「
集
賢
」
と
さ
れ
た
最

も
蓋
然
性
の
高
い
理
由
で
あ
る
。
許
衡
は
至
元
一
〇
年
七
月
ま
で
弱
志
大
学
士
兼
国
子
祭
酒
と
し
て
国
学
を
運
営
し
た
後
、
病
気
の
た
め
に
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

度
か
帰
郷
し
、
そ
の
度
ご
と
に
新
た
な
国
子
祭
酒
が
た
て
ら
れ
、
国
子
学
も
浮
き
沈
み
を
経
つ
つ
存
続
し
た
。
彼
は
一
五
年
三
月
に
改
め
て
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

賢
大
学
士
兼
国
子
祭
酒
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
上
で
、
領
太
史
院
と
な
り
、
有
名
な
授
時
暦
が
完
成
す
る
の
を
待
っ
て
、
一
七
年
八
月
に
ま
た

故
郷
に
戻
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
が
確
実
に
集
賢
大
学
士
の
称
号
を
帯
び
た
期
間
は
、
至
元
八
年
三
月
か
ら
一
〇
年
七
月
、
及
び
一
五
年
二
月
か

　
　
　
　
　
　
⑧

ら
一
七
年
雪
月
の
五
年
余
り
に
及
ん
だ
。
元
代
最
初
の
集
賢
大
学
士
と
し
て
彼
が
行
っ
た
仕
事
は
、
事
実
上
は
、
国
学
の
監
督
と
指
導
、
そ
し

て
暦
の
作
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
国
子
祭
酒
と
領
太
史
脱
蝋
と
し
て
の
役
割
に
主
な
ら
ず
、
集
賢
富
と
し
て
の
仕
事
と
み
な
す
の
は
適
当
で
な

い
。
す
る
と
、
集
賢
職
は
明
ら
か
に
称
号
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
比
較
的
詳
細
に
許
衡
の
履
歴
を
追
っ
た
の
は
、
許
衡
の
活
動
や
兼
官
が
後
の
集
諸
官
の
職
掌
に
影
響
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
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歴
代
の
官
学
の
シ
ス
テ
ム
に
照
ら
し
て
国
子
監
と
基
本
的
に
は
関
係
な
か
っ
た
集
結
院
が
、
元
代
に
至
っ
て
国
子
監
を
正
式
に
直
接
の
下
級
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

庁
と
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
彼
の
兼
官
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
授
時
暦
作
成
に
関
わ
っ
た
許
衡
以
外
の
人
物
に
も
集
賢
官
と
な
っ

た
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
楊
恭
蟄
で
あ
り
、
許
衡
と
共
に
太
史
院
に
あ
っ
て
立
時
暦
の
作
成
に
活
躍
し
、
接
種
一
七
年
四
月
に
集
賢
学
士
と

　
　
⑩

な
っ
た
。
許
衡
と
の
違
い
は
、
授
食
止
の
完
成
近
い
時
期
に
、
作
業
に
対
す
る
恩
賞
と
し
て
授
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
あ
る
。
太
門
院
な
ど

暦
に
関
わ
る
機
関
と
集
賢
院
の
結
び
つ
き
は
、
明
ら
か
に
こ
の
時
期
を
起
点
と
す
る
。

　
次
に
、
二
〇
年
以
前
に
至
重
官
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
人
物
と
し
て
、
軸
元
一
八
年
（
　
二
八
一
）
の
魯
鈍
夫
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

程
鈍
夫
『
回
雪
楼
先
生
文
集
』
附
録
、
掲
僕
斯
「
元
故
翰
林
学
士
趣
旨
光
禄
大
毒
知
制
詰
兼
脩
国
史
雪
楼
先
生
程
公
行
状
」
に
は
、

　
　
　
（
至
元
）
十
五
年
十
一
月
九
日
、
世
祖
皇
帝
香
殿
に
召
見
す
。
…
…
明
年
、
応
奉
翰
林
文
字
・
朝
列
大
夫
を
授
け
ら
る
。
又
た
明
年
、
脩
撰
に
進
む
。

　
　
又
た
明
年
、
中
順
大
夫
・
秘
書
少
監
に
升
り
、
這
い
で
集
賢
直
学
士
・
密
議
大
夫
に
升
り
、
秘
書
尊
霊
を
兼
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
て
、
彼
が
集
賢
直
学
士
と
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
程
二
夫
は
、
旧
南
宋
の
官
吏
の
中
で
も
至
心
一
三
年
に
ク
ビ
ラ
イ
の
ケ
シ
ク
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

入
り
、
最
も
早
い
時
期
に
高
位
に
登
っ
た
江
南
悟
入
と
し
て
、
夙
に
注
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
し
、
至
元
一
九
～
；
二
年
の
程
二
夫
に

つ
い
て
は
、
『
程
雪
曇
先
生
文
集
』
に
残
る
記
述
も
少
な
く
、
具
体
的
な
事
跡
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
当
時
の
彼
の
活
動
は
、
有
名
な
上

奏
「
吏
治
五
二
」
の
内
容
か
ら
、
或
い
は
そ
の
後
の
活
動
か
ら
推
す
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
程
鍾
夫
が
許

衡
の
場
合
と
岡
じ
く
、
集
賢
官
の
称
号
を
持
ち
つ
つ
別
の
官
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
程
愚
夫
の
場
合
は
秘
書
少
監
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
二
〇
年
三
月
ご
ろ
ま
で
務
め
た
。
し
か
も
、
彼
の
場
合
、
数
ヶ
月
前
に
す
で
に
秘
書
少
監
で
あ
っ
た
上
に
集
賢
直
学
士
に
な
っ
た
こ
と
が

は
っ
き
り
す
る
。
つ
ま
り
、
許
衡
と
岡
じ
く
、
そ
の
中
心
的
職
務
は
秘
書
少
監
と
し
て
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
を
与
え
る
べ

く
聖
賢
官
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
至
元
二
三
年
ま
で
継
続
し
て
集
註
官
の
地
位
に
あ
り
、
至
元
二
三
年
に
は
「
集
賢
」
の
語
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
体
現
し
た
よ
う
な
「
江
南
訪
賢
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
の
就
任
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

同
じ
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
人
物
が
聖
賢
富
と
な
っ
た
例
が
既
に
存
在
し
た
。
至
聖
一
九
年
に
集
賢
侍
読
学
士
に
な
る
追
撃
は
、
一
六
年
に
詔
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⑭

を
奉
じ
て
江
南
に
赴
き
「
芸
術
の
人
」
を
探
し
た
と
い
う
経
験
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
集
賢
官
だ
っ
た
人
物
を
探
す
と
、
許
繋
筋
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
ク
ビ
ラ
イ
の
即
位
以
前
か
ら
医
者
と
し
て
仕
え
た

入
物
で
あ
り
、
下
元
一
二
年
以
降
の
あ
る
時
期
に
集
賢
大
学
士
に
な
り
、
遅
く
と
も
二
一
年
一
二
月
に
は
翰
林
集
賢
大
学
士
と
呼
ば
れ
る
よ
う

　
　
⑮

に
な
る
。
集
賢
大
学
士
の
称
号
は
、
足
の
疾
病
に
苦
し
む
ク
ビ
ラ
イ
や
宗
室
の
面
々
を
救
っ
た
褒
美
の
意
味
を
持
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
以
上
の
五
人
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
実
に
至
元
二
〇
年
以
前
の
聖
賢
官
と
わ
か
る
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
の
履
歴
や
活
動
を
総
合
す
る
と
、
少
な

い
例
な
が
ら
も
、
集
賢
官
と
な
り
な
が
ら
他
の
役
職
を
兼
領
し
、
そ
の
仕
事
に
あ
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
。
つ
ま
り

「
集
賢
某
」
の
名
称
は
称
号
と
し
て
理
解
で
き
、
実
職
は
別
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
集
賢
院
は
、
組
織
と
し
て
の
ま
と

ま
り
を
持
た
ず
、
個
別
的
に
与
え
ら
れ
た
地
位
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
彼
ら
が
集
賢
官
と
な
っ
た
の

は
そ
れ
ぞ
れ
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
味
を
持
つ
点
で
あ
る
。
ま
た
、
称
号
化
し
て
い
た
と
一
覧
っ
て
も
、
散
楽
の
代
わ
り
に
使
わ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
兼
官
が
そ
の
後
の
集
賢
院
の
性
格
を
決
定
す
る
要
素
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。
「
隠
避
某
」
の
名
称
が

暦
学
や
医
学
等
儒
学
以
外
の
分
野
の
人
物
と
結
び
つ
く
こ
と
も
ま
た
指
摘
で
き
る
。

元代集門院の設立（櫻井）

　
（
二
）
　
翰
林
国
史
集
賢
院
の
実
態

　
さ
て
、
「
百
官
志
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
集
賢
院
は
至
元
二
二
年
（
＝
一
八
五
）
に
翰
林
国
史
院
よ
り
分
立
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
間
の
経

緯
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
あ
と
づ
け
、
翰
林
国
史
院
と
立
涌
院
の
関
係
を
明
示
し
た
い
。
ま
ず
、
時
期
は
や
や
遡
る
が
、
『
元
史
』
巻
一
一

「
世
祖
本
紀
八
」
至
元
一
八
年
一
〇
月
壬
子
の
条
に
注
目
す
る
と
、

　
　
翰
林
学
士
承
操
重
里
蛮
を
以
て
、
兼
ね
て
会
同
館
・
集
賢
院
の
事
を
領
せ
し
め
、
平
章
政
事
・
枢
密
副
使
張
易
を
以
て
、
兼
ね
て
秘
書
監
・
太
史
院
・
司

　
　
天
台
の
事
を
領
せ
し
め
、
翰
林
学
士
承
旨
和
礼
窪
孫
を
以
て
司
徒
を
余
せ
し
む
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
翰
林
院
の
長
官
で
あ
っ
た
サ
ル
バ
ン
（
ω
畏
げ
き
）
が
馬
丁
院
を
領
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
実
際
に
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⑰

は
も
っ
と
大
き
な
組
織
改
編
が
起
こ
っ
て
い
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
箇
に
譲
り
、
事
実
関
係
に
絞
っ
て
述
べ
る
と
、
至
元
一
八
年
末
に
、
翰

林
学
士
立
面
を
ト
ッ
プ
と
し
た
「
司
徒
府
」
と
い
う
組
織
が
作
ら
れ
、
そ
の
も
と
に
、
会
同
館
・
集
賢
院
・
秘
書
監
・
太
史
院
・
司
天
台
が
統

合
さ
れ
た
。
先
に
挙
げ
た
程
鈍
夫
に
つ
い
て
言
え
ば
、
歯
元
一
八
年
後
期
に
集
賢
主
学
士
と
な
り
、
引
き
続
き
秘
書
少
監
を
兼
ね
た
の
は
、
同

じ
「
司
徒
府
」
と
い
う
組
織
の
中
で
の
兼
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
司
徒
府
」
の
設
立
を
以
て
、
た
だ
ち
に
「
百
官

志
」
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
翰
林
国
史
院
に
よ
る
集
賢
院
の
「
省
画
」
だ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
下
話
院
が
翰
林
院
の
も
と

に
統
合
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
程
鉦
夫
は
依
然
と
し
て
「
集
建
直
学
士
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
、
「
百
官
志
」
に
見
ら
れ
た
「
翰

林
国
史
集
長
田
」
を
冠
し
た
名
称
を
ま
だ
帯
び
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
が
「
翰
林
集
賢
直
学
士
」
と
な
る
の
は
、
至
元
二
〇
年
三
月
の
こ
と

　
　
⑱

で
あ
る
。
程
鍾
夫
の
職
名
変
更
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
「
翰
林
国
史
集
皇
院
」
あ
る
い
は
「
翰
林
集
賢
院
」
と
い
う
官
庁
名
が
し
ば
し
ば
現

れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
『
秘
書
監
志
』
巻
三
「
百
千
」
至
元
二
〇
年
八
月
初
二
日
の
中
書
礼
部
の
関
文
で
は
、
「
翰
林
国
史
集
賢
徳
」
と

「（

ﾖ
古
）
翰
林
院
」
が
並
記
さ
れ
、
同
書
巻
一
「
設
属
官
」
に
も
、
毛
穴
二
二
年
三
月
三
日
の
「
翰
林
二
面
侍
講
学
士
」
の
牒
文
が
掲
載
さ

れ
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
程
鍾
夫
以
外
で
も
、
「
翰
林
集
賢
」
を
冠
す
る
官
職
に
就
く
人
物
が
で
て
く
る
。
例
え
ば
、
ク
ビ
ラ
イ
の
重
臣
の
一
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
重
文
用
は
、
態
態
二
二
年
初
に
翰
林
集
賢
学
士
と
な
り
、
同
時
に
秘
書
監
と
な
っ
た
。
ま
た
、
陳
垣
編
（
慧
智
超
・
二
丈
素
子
補
）
『
道
家
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
略
』
六
五
四
頁
「
玉
壷
観
望
」
の
撰
者
王
之
綱
は
、
王
鴉
の
孫
で
あ
り
、
そ
の
後
翰
林
待
制
を
経
て
直
学
士
ま
で
進
ん
だ
人
物
で
あ
る
が
、

碑
文
中
で
「
翰
林
集
賢
修
撰
承
務
立
直
超
文
署
令
」
の
肩
書
き
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
碑
の
書
写
年
代
は
本
文
よ
り
至
元
二
一
年
中
だ
と
考
え

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
れ
、
彼
が
「
翰
林
集
賢
修
撰
」
を
名
乗
っ
た
の
も
、
そ
の
時
期
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
二
世
隆
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
沢
目
名
臣
事
略
』
巻
一
二
「
太
常
徐
公
」
、
及
び
押
元
史
』
巻
一
六
〇
「
二
世
隆
伝
」
に
よ
れ
ば
、
長
元
一

七
年
に
召
さ
れ
て
翰
林
学
士
と
な
り
、
ま
た
召
さ
れ
て
集
賢
学
士
と
な
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
疾
の
た
め
に
辞
し
た
と
い
う
。
伝
記
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

翰
林
や
集
賢
の
官
名
は
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
東
平
路
道
教
都
提
点
張
志
純
の
た
め
に
書
い
た
七
言
律
詩
「
菖
里
山
神
祠
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詩
」
（
『
道
家
金
石
略
』
六
四
六
頁
）
に
は
、

　
　
歳
甲
申
閏
五
月
廿
七
日
甲
辰
、
翰
林
集
賢
学
士
正
議
大
夫
知
梁
瀬
同
母
国
史
徐
復
調
提
点
道
教
中
毒
子
張
志
純
の
為
に
之
を
書
す
。

と
い
う
後
序
が
あ
り
、
彼
は
至
元
二
一
年
閏
五
月
二
七
日
の
時
点
で
、
「
翰
林
集
賢
学
士
」
と
い
う
称
号
を
用
い
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

同
じ
肩
書
き
を
使
っ
て
、
「
徐
世
隆
遅
刻
」
を
撰
書
し
、
ま
た
「
重
修
東
岳
高
里
山
神
祠
記
」
及
び
「
岳
陽
重
殿
宇
元
観
護
」
を
撰
し
て
も
い

⑳る
。
こ
の
三
つ
の
う
ち
、
「
徐
豊
隆
詩
刻
」
を
撰
書
し
た
年
代
は
、
「
菖
里
山
神
祠
詩
」
よ
り
早
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
、
「
愛
楽
東
岳
高
里
山
神
祠
記
」
は
笹
子
…
＝
年
一
〇
月
に
撰
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
岳
陽
重
贈
爵
元
観
記
」
は
「
大
元
至
元
二

十
二
年
歳
乙
酉
三
月
十
有
七
日
」
の
日
付
を
持
ち
、
こ
の
日
付
が
立
石
年
代
を
表
し
て
い
る
と
し
て
も
、
撰
さ
れ
た
時
期
も
そ
う
遡
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
記
に
は
表
れ
な
い
が
、
職
を
辞
し
て
か
ら
至
元
二
二
年
に
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
最
後
に
授
け
ら
れ
た
宮
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

名
で
あ
る
「
集
賢
学
士
」
、
つ
ま
り
当
時
の
「
翰
林
集
賢
学
士
」
を
自
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
彼
ら
の
職
名
や
称
号
と
な
っ
た
「
翰
林
集
賢
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
単
な
る
集
賢
官
で
あ

り
な
が
ら
、
翰
林
院
の
下
に
集
賢
院
が
入
っ
て
、
い
る
た
め
に
「
翰
林
集
賢
」
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
翰
林
集
賢
院
と
い
う
完
全

に
合
併
し
た
組
織
の
官
員
な
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
翰
林
集
賢
某
々
」
以
外
に
も
翰
林
官
が
存
在
し
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
を
考
え
る
大
き
な
ヒ
ン
ト
は
、
満
堂
と
王
磐
の
官
職
名
の
変
化
で
あ
る
。
衰
檎
『
清
里
居
士
集
』
巻
二
七
「
翰
林
学
士
承
旨
栄
禄
大
夫
遙

授
平
章
政
事
贈
光
禄
大
夫
大
司
徒
上
柱
国
永
国
公
譲
文
康
闘
公
神
道
碑
銘
」
に
は
、

　
　
　
（
至
元
）
十
九
年
、
侍
講
。
明
年
、
集
賢
侍
講
学
士
を
兼
ぬ
。
時
に
お
い
て
、
両
院
皆
会
同
館
を
領
す
。
是
に
よ
り
、
応
奉
よ
り
侍
講
に
至
る
ま
で
、

　
　
皆
会
同
を
兼
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
あ
り
、
至
難
一
九
年
に
翰
林
侍
講
学
士
と
な
っ
た
閻
復
は
、
ま
も
な
く
集
賢
侍
講
学
士
を
兼
ね
た
。
彼
自
身
も
ま
た
「
翰
林
集
客
侍
講
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

士
」
と
い
う
称
号
を
使
っ
て
お
り
、
彼
の
例
も
も
ち
ろ
ん
、
「
百
官
志
」
が
言
う
と
こ
ろ
の
翰
林
国
史
院
に
よ
る
集
賢
院
の
「
営
巣
」
を
契
機

と
す
る
に
違
い
な
い
。
翰
林
官
で
あ
っ
た
茶
器
が
集
書
官
を
兼
ね
る
と
と
も
に
、
集
書
官
で
あ
っ
た
程
鍾
夫
は
翰
林
集
賢
婦
に
な
っ
た
。
そ
し

123 （465）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
、
長
く
翰
林
学
士
承
旨
の
地
位
に
あ
っ
た
王
磐
ま
で
も
が
、
こ
の
時
期
だ
け
は
「
領
七
賢
院
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
翰
林
国

史
院
と
集
書
院
が
至
論
一
九
年
ま
で
と
は
異
な
り
完
全
に
合
併
し
て
一
体
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
至
元
二
〇
年

ま
で
は
数
人
に
与
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
集
賢
官
の
称
号
は
、
職
名
と
し
て
歴
史
の
あ
る
翰
林
院
の
権
威
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
そ
の
結
果
、

集
賢
院
の
職
は
次
第
に
名
誉
あ
る
も
の
と
な
り
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
一
官
庁
と
し
て
独
立
へ
の
道
を
進
む
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
翰

林
官
が
露
量
院
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
は
岩
代
に
も
あ
り
、
例
え
ば
、
四
金
史
』
巻
一
一
〇
に
み
ら
れ
る
楊
雲
翼
や
趙
乗
文
は
、
庭
竃
院
の
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
あ
わ
せ
て
集
賢
官
を
兼
ね
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
兼
官
は
組
織
と
し
て
の
合
併
や
統
合
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
『
元
史
藤
「
百
官

志
」
の
中
で
こ
の
二
つ
の
官
庁
が
続
い
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
や
、
も
と
は
翰
林
国
史
院
の
属
官
で
あ
っ
た
興
文
面
が
後
に
集
賢
徳
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
な
ど
に
現
れ
る
密
接
な
関
係
は
、
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
兼
官
と
い
う
側
面
か
ら
こ
の
時
期
の
翰
林
集
賢
院
を
考
察
す
る
と
、
閣
復
の
神
道
碑
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
設
立
当
初
礼
部
管
轄

で
あ
っ
た
会
同
館
が
下
級
官
庁
と
し
て
所
属
し
て
お
り
、
愈
愈
夫
の
実
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
董
文
用
の
よ
う
に
秘
書
監
を
兼
任
す
る
者
も

い
た
。
こ
れ
ら
は
、
実
は
二
元
一
八
年
か
ら
の
「
司
徒
府
」
の
存
在
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
の
考
察
を
通
じ
て
、

七
賢
院
独
立
ま
で
の
官
職
名
の
変
化
や
兼
官
の
状
況
等
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
次
章
以
下
で
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
三
つ
の
側
面
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
た
い
。

　
①
明
翠
蓋
』
巻
八
～
「
選
挙
志
こ
学
校
に
は
、
す
で
に
、
「
世
祖
至
元
七
年
、
　
　
『
圭
斎
文
集
㎞
巻
九
「
元
中
書
左
丞
集
巨
大
学
士
国
子
祭
酒
贈
豊
艶
垂
憲
俊
理
功

命
侍
臣
子
弟
十
有
一
人
入
学
、
以
長
者
四
人
従
許
衡
、
童
子
七
入
従
粟
窪
。
扁
と

あ
っ
た
。
し
か
し
、
蘇
天
爵
剛
滋
渓
奇
景
』
巻
七
「
下
元
故
昭
文
館
大
学
士
兼
国

子
祭
酒
贈
河
南
行
省
右
聡
慧
要
文
正
公
神
道
碑
銘
有
序
」
等
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、

国
子
学
の
設
立
は
至
元
八
年
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
咽
元
史
㎞
巻
一

五
八
「
許
衡
伝
」
に
も
、
「
八
年
、
以
為
業
賢
大
学
士
、
兼
国
子
祭
酒
、
親
為
択

蒙
古
弟
子
傳
教
之
。
」
と
あ
り
、
こ
の
部
分
は
お
そ
ら
く
、
蘇
天
爵
『
早
朝
名
臣

事
略
隔
巻
八
「
左
丞
許
文
正
公
」
強
引
「
国
学
事
跡
」
に
よ
る
。
ま
た
、
欧
陽
玄

　
臣
大
傅
開
府
儀
同
三
壁
上
柱
国
国
封
魏
国
公
聴
文
正
許
先
生
神
道
碑
」
（
以
下

　
「
許
先
生
神
道
碑
扁
と
略
）
は
年
代
を
略
記
す
る
。

②
彼
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
年
譜
と
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
あ
る
。
安
部
一
九
五
九

　
と
震
一
九
七
二
を
特
に
参
照
し
た
。

③
こ
の
時
期
の
国
子
監
や
国
子
学
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
震
一
九
七
四
、
特
格
舎

　
一
九
八
～
、
王
～
九
九
三
b
等
が
あ
る
が
、
考
察
は
十
分
と
言
い
が
た
い
。
安
部

　
～
九
五
九
の
第
三
章
「
太
極
書
院
の
創
設
と
そ
の
遺
風
」
が
、
国
子
学
の
沿
革
に
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つ
い
て
よ
り
参
考
に
な
る
。
一
方
、
『
滋
高
文
稿
』
（
中
華
轡
局
点
校
本
）
の
渇
削
言

　
に
お
い
て
、
国
子
学
が
入
墨
の
一
路
と
し
て
機
能
と
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

　
て
い
る
。
集
賢
院
と
国
子
学
の
統
属
関
係
を
考
察
す
る
際
に
も
参
考
に
な
る
意
見

　
で
あ
る
。

④
　
　
「
遣
先
生
神
野
望
」
は
「
右
丞
」
と
す
る
。

⑤
『
国
朝
名
臣
事
略
』
巻
八
「
左
丞
許
文
正
公
」
所
引
「
国
学
事
跡
」
。
ま
た
、

　
国
子
学
の
場
所
に
つ
い
て
は
薫
一
九
八
六
を
参
照
。

⑥
安
部
一
九
五
九
、
王
一
九
九
三
b
を
参
照
。

⑦
『
元
史
』
巻
｝
○
「
世
祖
本
紀
七
」
で
は
、
至
元
一
五
年
二
月
壬
午
の
条
に
、

　
「
置
太
皇
院
、
命
太
子
賛
善
王
洵
掌
悪
事
、
工
部
郎
中
豊
守
敬
国
法
、
集
賢
大
学

　
士
兼
国
子
祭
酒
許
衡
領
焉
。
扁
と
あ
る
が
、
『
国
朝
凪
臣
事
略
』
巻
八
「
左
丞
許
文

　
正
公
」
で
は
、
「
十
五
年
三
月
、
授
集
賢
大
学
士
、
兼
教
領
太
史
食
事
。
」
と
三
月

中
に
か
け
る
。
こ
こ
で
は
、
『
国
朝
事
臣
事
略
』
に
拠
る
。

⑧
『
大
元
甕
政
国
朝
典
章
』
（
以
下
噸
元
典
章
』
と
略
）
巻
一
門
詔
令
」
の
「
頒

　
授
時
暦
」
及
び
『
国
朝
文
類
』
寒
九
「
頒
授
時
暦
詔
」
か
ら
は
、
聖
主
暦
は
至
元

　
一
七
年
六
月
に
頒
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
㎎
国
史
』
で
は
同
年
一
一
月
に

　
か
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
許
衡
の
称
号
は
八
月
ま
で
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

　
う
。

⑨
国
子
監
が
集
賢
院
に
属
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
後
に
、
正
当
で
は
な
い
と
い
う

　
意
見
も
見
ら
れ
た
。
噸
正
史
』
巻
一
六
四
早
事
血
膿
」
を
参
照
。

⑩
楊
恭
謎
に
つ
い
て
は
、
眺
燧
隅
牧
歌
集
』
（
四
部
叢
刊
本
）
巻
一
八
「
領
太
子

　
諸
事
落
書
神
道
碑
」
、
及
び
『
国
労
名
臣
事
略
』
巻
＝
二
「
太
史
楊
文
康
公
」
を

　
参
照
。
『
元
史
㎞
巻
一
六
四
に
も
伝
が
あ
る
。

⑪
　
　
『
程
雪
楼
先
生
文
集
』
巻
首
「
楚
国
文
筆
立
鐘
楼
程
先
生
年
譜
」
至
元
一
八
年

　
の
条
に
も
、
「
閏
年
三
十
三
歳
、
春
正
月
升
中
堅
大
夫
秘
書
少
監
、
冬
十
二
月
遷

　
集
賢
直
学
士
中
墨
大
夫
兼
秘
書
少
監
。
」
と
さ
れ
る
。
「
行
状
」
の
成
立
の
方
が
早

　
い
た
め
本
文
に
挙
げ
た
が
、
こ
ち
ら
で
は
さ
ら
に
、
一
二
月
の
就
任
で
あ
る
と
さ

　
れ
る
。
し
か
し
、
『
秘
書
監
志
㎞
（
広
王
学
憲
叢
書
本
）
巻
九
「
題
名
」
の
藤
書
少

　
監
の
條
に
は
、
「
程
文
海
、
字
鍾
夫
、
建
昌
人
。
至
元
十
八
年
四
月
初
｝
日
以
中

　
順
大
夫
上
。
至
元
十
八
年
九
月
初
二
日
授
集
賢
直
学
士
申
議
大
夫
兼
秘
害
心
監
。
」

　
と
あ
っ
て
、
九
月
の
就
任
と
さ
れ
る
。
史
料
の
性
質
か
ら
み
て
、
九
月
の
可
能
性

　
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
秘
口
少
監
に
な
っ
た
経
緯
は
、
同
轡
巻

　
一
「
設
官
」
に
述
べ
ら
れ
る
が
、
難
解
な
記
述
で
そ
の
詳
細
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

⑫
程
鉦
夫
に
つ
い
て
は
、
衰
一
九
七
九
、
銚
　
九
五
九
、
孫
一
九
六
八
a
の
第
四

　
編
「
儒
生
与
其
著
作
」
等
が
詳
し
い
。

⑬
後
述
す
る
が
、
至
聖
二
三
年
ま
で
集
賢
聖
学
士
に
、
二
四
年
四
月
に
は
集
賢
学

　
士
に
な
っ
て
い
る
。
「
江
南
訪
賢
」
に
つ
い
て
は
、
孫
一
九
六
八
a
の
第
闘
編

　
「
儒
生
与
其
著
作
漏
、
王
一
九
九
六
等
を
参
照
。
程
鍾
夫
に
と
っ
て
も
、
こ
の

　
門
江
南
訪
賢
」
は
大
き
な
事
跡
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
毛
雪
楼
先
生
文
集
隔
中
で

　
も
、
度
々
そ
の
事
実
に
ふ
れ
て
い
る
。

⑭
『
経
史
』
巻
～
七
三
「
崔
或
伝
」
を
参
照
。

⑮
『
薄
型
』
巻
一
六
八
「
許
国
状
伝
」
、
及
び
同
書
巻
；
；
世
祖
本
紀
一
〇
」

　
至
元
二
一
年
＝
一
月
癸
酉
の
条
を
参
照
。
彼
が
中
統
年
間
に
す
で
に
宮
廷
お
か
か

　
え
の
医
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
元
典
章
』
巻
三
二
「
礼
部
五
」
医

　
学
「
免
医
書
雑
役
」
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

⑯
張
留
孫
が
商
議
集
賢
塵
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
式
な
集
賢
官
と
は
具
え
な
い

　
面
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
数
え
な
い
。
詳
細
は
、
第
二
章
第
一
節
を
参
照
。

⑰
至
急
一
八
～
一
九
年
の
翰
林
院
を
中
心
と
す
る
機
関
の
合
併
と
司
徒
府
の
設
立

　
に
つ
い
て
は
櫻
井
二
〇
〇
〇
を
参
照
。

⑱
「
旗
国
文
憲
公
雪
程
程
先
生
年
譜
扁
至
元
二
〇
年
癸
未
の
条
に
、
「
公
命
三
十

　
五
歳
、
春
三
月
加
翰
林
集
賢
直
学
士
、
同
説
会
同
工
事
。
」
と
あ
る
。
至
元
二
〇

　
年
三
月
が
、
「
省
併
」
の
日
付
と
雷
え
る
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
至
元
二
〇
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年
二
月
の
記
録
で
あ
る
『
元
典
章
』
巻
四
〇
「
刑
部
二
」
刑
具
「
禁
断
王
侍
郎
縄

　
索
」
の
中
に
、
依
然
「
刑
部
尚
書
集
賢
侍
読
学
士
」
雛
残
の
呈
が
存
在
す
る
こ
と

　
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑲
家
集
胴
道
園
学
筆
録
㎞
巻
二
〇
門
翰
林
学
士
承
旨
董
公
行
状
」
（
欄
雨
漏
文
類
』

　
巻
四
九
所
収
）
で
、
至
元
二
〇
年
の
記
事
の
後
に
、
「
転
通
議
大
夫
、
礼
部
尚
書
、

　
遷
翰
林
集
賢
学
士
、
知
秘
書
監
。
…
…
二
十
二
年
拝
中
奉
大
夫
、
江
濫
等
濫
行
中

　
書
省
参
知
政
事
。
」
と
あ
る
こ
と
（
『
国
朝
名
臣
事
由
隔
巻
一
四
「
内
空
董
忠
穆

　
公
」
の
内
容
も
同
じ
）
、
及
び
『
秘
書
監
憲
』
巻
九
「
題
名
」
秘
轡
監
の
條
に
、

　
「
菰
文
用
、
藁
蔵
人
。
翁
島
二
十
二
年
二
月
初
一
日
上
。
」
と
あ
る
の
を
、
考
え

　
合
わ
せ
る
と
、
至
元
ニ
ニ
年
初
め
の
就
任
と
考
え
ら
れ
る
。
翰
林
集
賢
学
士
か
ら

　
秘
書
監
に
移
っ
た
可
能
性
も
完
全
に
否
定
は
で
き
な
い
が
、
兼
任
と
理
解
す
る
方

　
が
妥
当
だ
ろ
う
。
董
文
用
は
『
元
史
』
巻
一
四
八
に
も
伝
が
あ
る
。

⑳
掲
便
斯
鯛
掲
文
安
公
全
集
』
巻
一
二
「
大
元
勅
賜
正
奉
大
央
江
南
湖
北
道
粛
政

　
石
西
細
紐
公
神
道
碑
」
、
劉
漿
忠
『
蔵
春
詩
集
隔
の
閻
復
序
等
を
参
照
。
ま
た
、

　
藪
公
の
神
道
碑
の
主
で
あ
る
董
守
中
は
軍
士
珍
の
子
で
、
藪
文
忠
の
孫
で
あ
る
。

　
藪
文
忠
は
董
文
用
の
弟
に
あ
た
る
。
董
守
中
が
王
之
綱
の
娘
を
婆
っ
て
い
る
こ
と

　
か
ら
、
売
時
両
家
の
血
縁
開
係
も
う
か
が
わ
れ
る
。

⑳
日
付
は
「
大
元
露
都
二
十
三
年
七
月
日
扁
で
あ
る
が
、
碑
文
中
に
、
「
至
元
甲

　
申
（
二
一
年
）
、
僕
実
事
來
沐
、
館
子
吉
元
丈
室
。
洞
荒
越
玉
清
始
末
吉
之
、
且

　
求
数
語
以
刻
諸
石
。
」
と
あ
る
。

⑫
　
　
『
道
家
金
石
略
㎞
に
お
い
て
、
陳
垣
氏
は
、
王
之
綱
を
日
揮
一
首
澗
先
生
大
全

　
文
集
』
巻
五
九
「
碑
建
碑
友
記
」
に
見
え
る
、
字
が
港
外
と
い
う
人
物
に
比
定
す

　
る
。
し
か
し
、
「
碑
陰
先
友
記
」
は
、
碑
陽
の
記
述
よ
り
至
元
二
五
年
ご
ろ
に
撰

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
時
点
で
「
通
世
務
、
以
儒
術
縁
吏
事
、

　
有
繋
鉄
諸
藩
伝
相
論
」
と
さ
れ
る
叔
賢
が
至
元
一
＝
年
に
翰
林
修
撰
で
あ
る
の
に

　
は
違
和
感
が
あ
る
。
前
垂
の
史
料
等
か
ら
、
至
元
二
四
年
か
ら
二
六
年
ご
ろ
に
翰

　
林
業
制
と
な
っ
た
、
字
が
子
維
な
る
人
物
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

⑳
　
　
「
正
議
大
夫
」
と
「
知
制
諾
同
修
国
史
」
に
つ
い
て
も
伝
は
触
れ
な
い
。
す
で

　
に
『
山
左
金
石
志
』
巻
一
＝
　
「
徐
世
隆
詩
刻
扁
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

⑳
　
開
山
左
金
石
志
』
で
は
、
「
無
年
月
」
と
さ
れ
、
叢
薄
孫
糊
芸
風
堂
金
石
文
字

　
目
細
巻
一
五
〔
徐
世
隆
記
夢
磁
器
天
侃
子
詩
」
は
、
年
月
を
記
さ
ず
至
元
年
問
の

　
最
後
に
並
べ
ら
れ
る
。

⑳
　
「
重
出
東
岳
高
里
由
神
祠
記
」
は
四
泰
山
志
」
（
嘉
慶
六
年
張
本
）
巻
～
八

　
（
噸
道
家
金
石
階
調
六
四
七
頁
）
に
、
「
岳
陽
重
修
朝
元
観
記
」
は
『
泰
山
志
』
巻

　
一
八
（
欄
道
家
金
石
略
』
六
五
〇
頁
）
に
玉
文
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
銭

　
大
所
帯
潜
研
堂
金
石
文
賊
尾
』
巻
一
八
に
賊
文
が
あ
る
。

⑳
　
こ
の
碑
は
「
大
元
至
元
二
十
一
年
歳
次
甲
申
十
月
乙
巳
朔
十
五
日
己
未
」
の
日

　
付
を
持
ち
、
「
嵩
黒
山
神
祠
詩
」
の
解
文
に
も
「
嵩
里
山
神
0
□
造
作
於
是
四
十

　
月
」
と
轡
か
れ
て
い
る
。

⑳
二
世
隆
が
翰
林
集
賢
学
士
で
｝
生
を
終
え
た
可
能
性
は
2
0
の
史
料
か
ら
も
指
摘

　
で
き
る
。
『
融
金
繰
志
』
巻
一
〇
「
題
名
」
著
作
郎
の
条
に
、
門
徐
汝
嘉
、
字
O
O
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ロ

　
至
元
一
　
十
七
年
五
月
十
六
日
竜
車
務
郎
上
。
翰
林
集
賢
学
士
徐
□
目
子
。
」
と
し

　
て
挙
げ
ら
れ
る
徐
汝
嘉
は
、
徐
世
隆
の
子
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、

　
王
輝
が
『
笹
舟
先
生
大
全
文
集
』
巻
～
九
「
王
卿
徐
先
生
聖
楽
」
や
巻
九
七
「
玉

　
雲
集
話
」
で
、
徐
世
隆
の
官
を
集
賢
聖
学
士
に
至
る
と
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
誤

　
り
で
あ
る
。

⑳
　
　
噸
元
史
』
巻
一
六
〇
門
本
復
伝
」
に
は
、
「
（
至
元
）
十
九
年
、
陞
（
翰
林
）
侍

　
講
学
士
、
明
年
、
改
集
賢
侍
講
学
士
、
同
領
会
退
黄
事
。
」
と
あ
る
が
、
至
元
二

　
〇
年
に
翰
林
か
ら
集
賢
侍
講
学
士
に
移
っ
た
と
す
る
の
は
、
裳
携
の
記
述
を
整
理

　
す
る
過
程
で
矛
盾
を
感
じ
た
『
元
史
』
編
纂
宮
が
、
書
き
か
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
　
『
山
左
金
石
志
隔
意
～
＝
　
「
劉
聖
母
釜
碑
」
に
は
、
「
翰
林
集
賢
侍
講
学
士
中

　
順
大
夫
同
会
同
聖
意
閻
二
藍
」
と
あ
り
、
糊
泰
山
志
』
巻
一
八
「
七
仏
閣
碑
」
に
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は
「
翰
林
集
賢
侍
講
学
士
中
順
大
夫
知
制
誰
閻
復
記
」
と
あ
る
。

⑳
　
　
「
七
仏
閣
碑
」
に
は
「
翰
林
学
士
承
旨
申
奉
大
夫
知
制
誰
兼
修
国
史
領
集
賢
院

　
事
王
磐
題
額
」
と
あ
る
。

⑳
　
　
『
金
諾
』
巻
＝
○
「
楊
雲
翼
伝
」
に
は
「
興
定
元
年
六
月
、
遷
翰
林
侍
講
学

　
士
、
兼
修
国
史
、
知
集
賢
荒
事
、
兼
前
職
。
…
…
二
年
、
拝
礼
部
尚
書
、
兼
職
如

　
故
。
」
（
元
好
間
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
一
八
「
内
椙
文
献
楊
公
神
道
碑
銘
」
で
は

　
「
興
定
二
年
、
掻
拝
礼
部
面
轡
、
兼
知
集
賢
院
本
。
」
）
と
あ
り
、
『
金
牌
』
巻
一

　
～
○
「
趙
乗
磯
伝
」
に
は
「
電
畜
元
年
、
転
侍
読
学
士
、
拝
礼
部
尚
書
、
兼
侍
読

　
学
士
、
同
修
国
史
、
知
集
賢
院
事
。
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
一
七
「
閑
閑
公
墓

　
銘
」
で
は
「
興
亜
中
、
拝
礼
部
尚
書
、
兼
前
職
、
同
脩
国
史
、
知
集
議
院
事
。
」
）

　
と
あ
る
。
三
上
｝
九
六
九
も
一
部
引
用
し
て
い
る
。

⑳
　
注
⑱
を
参
照
。

二
、
学
校
教
育
と
道
教
の
管
轄

元代集賢院の設立（櫻井）

　
（
一
）
道
教
の
管
轄

　
三
つ
の
側
面
の
う
ち
、
便
宜
的
に
研
究
の
厚
い
道
教
方
面
の
職
掌
か
ら
考
察
を
始
め
る
。
至
元
一
八
年
（
＝
天
一
）
、
正
一
教
道
士
張
留
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
、
重
池
院
の
独
立
と
集
賢
院
に
よ
る
道
教
の
掌
握
を
提
議
し
、
そ
の
結
果
、
翰
林
院
と
集
賢
院
が
分
立
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
至
元
一

八
年
末
に
集
賢
院
が
翰
林
院
か
ら
分
立
し
た
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
誤
り
で
あ
り
、
提
議
の
み
が
上
元
　
八
年
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
八

年
と
い
う
提
議
年
代
に
つ
い
て
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
張
留
孫
が
翰
林
院
と
集
賢
院
の
分
立
を
提
起
し
た
事
実
は
、
別
の
史
料
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
繰
り
返
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
張
留
孫
は
言
う
ま
で
も
な
く
元
代
正
一
教
の
代
表
人
物
で
あ
り
、
か
つ
政
治
的
に
活
躍
し
た
道
士
と
し
て

　
　
　
　
　
③

も
有
名
で
あ
る
。
元
代
の
集
解
院
の
職
掌
を
聖
代
と
比
較
し
た
場
合
に
、
こ
の
提
議
を
第
一
の
根
拠
と
し
て
、
道
教
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て

き
た
が
、
実
際
に
は
「
集
賢
院
イ
コ
ー
ル
道
教
統
轄
機
関
」
と
言
え
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
道
教
教
団
と
集
賢
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
関
係
を
、
詳
細
に
再
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ま
ず
は
、
高
橋
文
治
氏
が
す
で
に
指
摘
し
た
張
繋
累
の
肩
書
き
に
つ
い
て
、
少
し
別
の
角
度
か
ら
も
う
一
度
検
討
し
て
み
た
い
。
張
留
孫
は

集
賢
院
を
独
立
さ
せ
た
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
最
初
か
ら
黒
渋
院
の
中
心
的
な
官
に
就
い
た
の
で
な
い
。
張
留
孫
の
集
賢
院
に
関

す
る
職
号
に
つ
い
て
列
挙
す
る
と
、
商
議
集
賢
院
事
（
至
元
一
八
年
（
＝
天
一
）
？
～
）
、
預
議
集
賢
院
（
至
公
二
五
年
～
）
、
同
属
集
賢
院
道
教
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⑥

事
（
元
貞
元
年
（
一
二
九
五
）
～
）
、
知
忍
泣
万
全
諸
路
道
教
事
（
大
徳
＝
年
（
；
一
〇
七
）
～
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
咽
元
豊
北
巻
八
七

「
百
官
志
三
」
に
よ
れ
ば
、
至
言
二
二
年
目
時
点
で
、
大
学
士
三
士
、
学
士
一
員
、
直
学
士
二
員
、
正
答
一
員
、
吏
属
七
年
忌
置
い
た
集
賢
宰

は
、
二
四
年
に
、
学
士
一
員
、
侍
読
学
士
一
員
、
待
制
一
員
を
増
や
し
、
つ
い
で
正
二
品
に
陞
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
に
「
集
画
院
使
」
を
お
い
た

時
点
で
、
一
旦
そ
の
定
数
を
整
え
る
。
そ
の
後
も
定
員
や
名
称
に
多
少
の
変
化
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
期
ま
で
通
し
て
み
て
も
、
張
留
孫
が

帯
び
た
称
号
が
定
員
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
～
度
も
正
式
な
集
賢
者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
も

ち
ろ
ん
、
「
商
議
某
々
事
」
・
「
預
議
某
々
事
」
・
「
同
知
某
々
事
」
・
「
知
某
々
事
」
は
別
の
官
衙
に
お
い
て
も
よ
く
見
ら
れ
、
多
く
の
場
合
、
正

式
の
官
で
な
く
て
も
、
文
字
ど
お
り
そ
の
機
関
内
で
の
議
論
に
参
加
し
て
意
見
し
た
り
（
商
議
・
預
議
）
、
他
の
職
掌
を
司
り
な
が
ら
も
そ
の
機

関
の
活
動
に
忍
言
や
影
響
力
を
持
っ
た
り
（
知
・
同
旨
）
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
用
例
に
照
ら
せ
ば
、
張
留
孫
は
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
の
時
期
に

は
聖
賢
院
で
の
議
論
に
参
加
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
成
宗
テ
ム
ル
の
時
に
な
っ
て
集
南
丘
に
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
五
宗
カ
イ
シ

ャ
ン
の
時
に
最
も
そ
の
影
響
力
を
強
め
た
と
い
う
理
解
が
可
能
で
あ
る
。

　
一
方
、
全
真
教
で
は
、
道
教
教
団
内
部
の
人
間
が
集
賢
院
の
称
号
「
同
知
集
賢
慮
道
教
事
」
を
帯
び
る
の
は
張
留
孫
に
後
れ
を
と
り
、
大
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
年
（
一
二
九
九
）
三
月
～
四
年
九
月
の
間
の
尊
志
仙
が
挙
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
全
真
教
の
復
興
者
と
も
言
え
る
翌
翌
～
は
至
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

元
年
に
商
議
集
賢
院
事
と
な
り
、
ま
た
孫
徳
或
が
延
祐
初
に
知
集
賢
院
道
教
事
と
な
る
等
の
記
事
が
見
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
当
時
の
張
留
立

の
地
位
に
及
ぶ
名
称
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
至
元
・
大
徳
以
降
の
正
一
教
と
全
真
教
の
、
政
治
上
の
地
位
の
差
を
見
出
す
こ
と
も
ま
た

　
　
　
　
⑨

可
能
で
あ
る
。
道
教
内
部
の
問
題
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
「
商
議
集
賢
院
事
」
や
「
知
集
賢
院
道
教
事
」
等
と
い
う
、
定
員
外
の
特
別
の
名

称
が
、
専
ら
道
教
方
面
の
人
々
に
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
教
集
団
の
勢
力
が
及
ぶ
範
囲
は
、
集
賢
院
の
一
側

面
に
限
ら
れ
て
お
り
、
南
北
と
も
に
集
賢
立
の
組
織
内
部
に
食
い
込
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
集
賢
院
は
設
立
初
期
の
至
元
二
〇
年
代
か
ら
、
道
教
方
面
の
統
轄
機
関
と
し
て
す
で
に
機
能
し
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
祁
志

誠
の
功
績
を
記
し
た
「
玄
門
掌
教
大
宗
師
存
神
応
化
洞
明
旦
二
幅
公
道
行
之
碑
」
（
以
下
、
「
祁
公
道
行
碑
」
と
略
）
に
は
、
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（
至
元
二
二
年
）
春
二
月
、
書
を
集
賢
院
に
移
し
、
道
教
論
点
張
器
差
を
挙
げ
自
ら
代
る
。
集
賢
徳
以
て
聞
す
、
詔
す
ら
く
可
な
り
、
と
。

　
　
⑩

と
あ
る
。
集
賢
院
が
独
立
し
て
早
々
の
時
期
に
、
「
玄
門
掌
教
真
人
」
の
交
代
に
際
し
て
集
二
院
が
そ
の
報
告
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
集
賢
院
が
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
道
教
だ
け
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
集
本
院
は
道
教
に
関
し
て
、

あ
く
ま
で
も
権
力
の
中
心
…
機
関
と
の
橋
渡
し
と
し
て
機
能
し
始
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
来
、
張
留
孫
の
主
眼
も
、
集
賢
院
を
自
分
た
ち
の
た
め

の
機
関
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
く
、
道
教
統
治
機
関
と
し
て
整
備
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
考
え
は
闇

の
中
だ
が
、
結
果
的
に
彼
は
正
式
の
集
賢
官
に
は
就
任
し
な
か
っ
た
。
『
諸
芸
単
巻
三
三
「
文
宗
言
置
こ
天
暦
二
年
九
月
庚
申
（
一
三
二
九
）

の
条
に
は
、
張
留
孫
の
称
号
と
し
て
、

　
　
故
領
諸
路
道
教
事
張
留
孫
に
加
封
し
て
上
卿
・
大
宗
師
・
輔
成
書
化
濡
幕
神
徳
真
君
と
為
す
。

と
あ
っ
て
、
集
賢
院
の
職
名
が
表
れ
な
い
の
は
、
張
留
孫
の
本
職
が
知
集
賢
院
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
諸
路
道
教
の
事
を
領
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

元代集仙院の設立（櫻井）

　
（
㎜
「
）
学
校
教
育

　
元
代
に
お
い
て
学
校
教
育
を
司
る
機
関
は
い
く
つ
か
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
違
う
職
掌
を
分
損
し
あ
っ
て
い
た
。
集
賢
院
も
そ
の
う

　
　
　
　
　
　
　
⑧

ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
『
元
典
章
一
巻
一
三
　
「
礼
膨
張
」
儒
学
「
整
治
学
校
」
に
は
、
「
至
大
四
年
正
月
口
日
、
欽
零
せ
る
聖
旨
の
節
該
」
と
し

て
、
集
賢
院
の
官
員
の
奏
上
を
載
せ
る
。

　
　
大
盛
皇
帝
宝
位
に
登
る
の
後
、
聖
旨
を
累
降
し
、
学
校
を
設
立
し
、
人
材
を
養
育
し
て
以
て
擢
用
に
備
う
。
強
記
二
十
～
年
、
集
賢
慮
を
設
立
し
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
外
学
校
を
提
調
し
、
各
処
行
省
は
儒
学
提
挙
司
を
設
立
し
、
路
・
県
の
と
こ
ろ
で
学
富
た
ち
に
委
付
し
て
、
教
え
さ
せ
た
。

至
大
年
間
の
集
賢
官
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
中
央
の
集
賢
院
は
内
外
学
校
、
つ
ま
り
中
央
の
国
子
監
と
地
方
学
校
・
書
院
を
と
も
に
管
轄
す
る
機

関
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
学
校
の
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
に
参
加
し
た
り
、
人
物
を
自
ら
推
薦
し
た
り
、
推
薦
さ
れ
た
人
物
を
審
査
・
任
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⑬

減
し
た
り
す
る
事
務
に
携
わ
っ
た
。
至
大
年
間
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
認
識
が
通
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
上
奏
を
し

て
い
る
の
も
、
他
で
も
な
い
集
賢
院
の
官
員
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
至
元
二
〇
年
荊
後
に
時
代
を
限
っ
て
み
る
と
、
集
賢
院
と
学
校
の
関
係
は
至
大
年
間
の
認
識
ほ
ど
に
は
固
定
し
て
い
な
い
よ
う
に

み
え
る
。
例
え
ば
、
竃
元
二
四
年
正
月
に
は
、
学
官
の
試
験
か
ら
任
用
に
至
る
ま
で
、
監
察
御
史
や
提
刑
具
察
些
些
監
察
系
統
、
そ
し
て
翰
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

二
念
院
が
関
わ
っ
て
い
る
が
、
聖
賢
院
の
名
は
み
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
二
四
年
二
月
、
葉
李
に
よ
っ
て
儒
学
提
挙
司
の
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
提
案
さ
れ
、
閏
二
月
に
各
館
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
、
中
央
の
集
賢
院
・
地
方
の
儒
学
提
挙
司
と
い
う
構
造
が
一
応
は
形
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ら
れ
た
訳
だ
が
、
そ
の
仕
組
み
が
根
づ
い
て
い
く
に
は
、
さ
ら
に
多
少
の
時
間
が
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
学
校
教
育
と
里
馬
院
の
結
び
つ
き

は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
、
至
元
二
〇
年
代
後
半
に
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
国
子
監
が
集
賢
院
の
下
に
属
す
る

下
地
は
、
至
元
初
に
許
衡
が
兼
官
し
た
時
か
ら
で
き
て
い
た
。
そ
の
後
、
地
方
学
校
が
整
備
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
集
賢
院
が
地
方
の
教
育
ま

で
も
中
央
と
合
わ
せ
て
～
手
に
扱
お
う
と
い
う
方
向
が
で
き
、
結
果
的
に
中
央
と
地
方
を
結
合
さ
せ
た
教
育
統
治
機
関
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で

あ
る
。

　
さ
て
、
地
方
教
育
に
つ
い
て
、
す
で
に
尊
高
華
氏
・
宮
紀
子
氏
等
が
指
摘
す
る
如
く
、
監
察
御
史
や
提
刑
按
察
使
等
の
監
察
官
は
教
育
を
勧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

め
、
人
材
を
見
つ
け
る
仕
事
も
行
っ
て
い
た
。
元
来
、
監
察
官
は
、
官
吏
の
弾
劾
を
行
う
一
方
で
、
官
吏
を
推
薦
す
る
面
も
合
わ
せ
持
つ
。
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
、
至
元
年
間
に
お
け
る
提
刑
按
察
使
の
推
挙
に
お
け
る
役
割
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
一
方
、
至
元
二
〇
年
代
以
降
に
整
備
さ
れ
て
い
く
地
方
学

校
は
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
、
推
挙
の
母
胎
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
一
見
別
の
機
関
に
見
え
る
教
育
機
関
と
監
察
…
機
関
は
、
こ
の
よ

う
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
学
校
に
関
わ
る
集
賢
院
の
職
務
を
見
て
い
く
と
、
そ
の
結
び
つ
き
の
上
で
潤
滑
剤
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
組
織
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
黒
黒
夫
が
自
称
す
る
職
名
は
、
集
賢
院
の
性
格
を
考
え
る
上
で
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

徴
的
で
あ
る
。
彼
は
、
至
元
二
三
年
に
集
撃
茎
学
士
と
し
て
嘉
議
大
夫
・
侍
御
史
・
行
御
史
台
事
を
拝
し
、
江
南
に
お
い
て
賢
良
の
捜
挙
を
行

っ
た
。
彼
は
、
咽
着
雪
楼
先
生
文
集
』
中
で
江
南
捜
訪
に
つ
い
て
繰
り
返
し
ふ
れ
る
際
に
、
当
時
の
自
分
の
身
分
を
「
侍
御
史
」
と
称
す
る
こ
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と
が
～
般
的
で
あ
り
、
自
分
が
行
っ
た
こ
と
が
基
本
的
に
は
御
史
台
の
任
務
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
と
大

徳
年
間
に
書
い
た
比
較
的
早
期
の
文
章
の
中
で
は
、
「
集
魚
直
学
士
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
大
徳
年
間

ま
で
は
、
捜
訪
の
事
実
に
は
集
二
審
学
士
の
名
称
こ
そ
相
応
し
い
、
と
い
う
認
識
を
程
鍾
愛
が
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
教
育
の
側
面
で

の
詩
話
院
の
役
割
は
、
彼
の
官
職
と
活
動
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
任
用
や
監
察
な
ど
と
微
妙
に
絡
み
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

元代集紅熟の設立（櫻井）

①
泰
定
二
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
、
開
清
容
居
士
集
』
巻
ヨ
四
「
有
元
開
府
儀
同
三

　
司
上
卿
輔
成
賛
化
保
運
玄
教
大
宗
師
張
公
家
伝
」
（
以
下
「
張
公
家
伝
」
と
略
）

　
で
は
、
「
十
八
年
七
月
、
皇
曾
孫
生
、
是
為
武
宗
、
上
汐
択
嘉
名
二
進
。
是
歳
分

　
翰
林
。
集
賢
院
為
両
、
道
教
専
掌
集
賢
、
始
自
公
議
。
」
と
さ
れ
る
。

②
土
留
孫
の
死
後
最
も
早
い
彼
の
伝
で
あ
る
、
趙
孟
頬
「
大
元
勅
賜
開
府
儀
陶
三

　
司
上
卿
輔
成
賛
化
保
運
玄
教
大
宗
師
志
道
弘
教
沖
玄
三
鼎
大
真
人
知
集
賢
院
事
領

　
諸
表
道
教
事
張
公
碑
銘
舛
序
偏
（
拓
影
が
咽
北
京
図
轡
館
山
中
国
歴
代
石
刻
拓
本

　
隠
事
』
四
九
冊
一
二
二
頁
に
、
表
文
が
『
道
家
金
石
略
』
九
一
〇
頁
に
あ
る
、
以

　
下
「
張
公
碑
銘
」
と
略
）
は
、
「
初
集
賢
翰
林
共
一
院
、
用
公
奏
始
分
、
翰
林
掌

　
詔
諾
国
史
、
集
賢
館
天
下
賢
士
以
領
道
教
。
」
と
し
、
泰
定
三
年
の
虞
集
『
川
園

　
学
古
音
』
巻
五
〇
出
張
宗
師
墓
誌
銘
」
も
こ
の
記
事
を
載
せ
る
が
、
年
代
を
明
示

　
し
な
い
。
鼠
講
に
つ
い
て
は
、
趙
孟
頬
の
葉
書
に
関
し
て
そ
の
真
贋
が
疑
わ
れ
て

　
い
る
が
（
王
一
九
八
三
a
を
参
照
）
、
熊
夢
下
膨
、
北
京
図
書
館
善
本
組
暗
明
析

　
津
志
輯
秩
』
（
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
九
月
）
「
日
面
、
儀
祭
」
に
は
、

　
「
岳
廟
南
北
帝
京
有
馬
処
。
一
品
燕
京
陽
春
門
、
即
今
朝
枝
廟
、
無
碑
。
｝
在
長

　
春
宮
東
、
有
礼
部
尚
書
元
明
善
所
撰
碑
文
。
一
範
士
京
太
隔
寺
西
、
有
王
澹
游
所

　
撰
碑
文
。
一
重
北
城
斉
化
門
外
二
黒
許
、
導
師
宮
張
上
卿
創
起
、
後
置
暴
酒
宗
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
問
間
一
力
完
成
。
有
翰
林
学
士
山
相
頬
子
昴
奉
勅
撰
張
上
卿
道
行
碑
。
」
と
あ
り
、

　
こ
の
碑
の
存
在
自
体
に
間
違
い
は
な
い
。
ま
た
、
銭
大
鎌
『
潜
研
堂
金
石
文
目

　
録
』
巻
八
に
よ
れ
ば
、
同
じ
碑
が
龍
虎
山
に
も
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
張
留
孫
個
人
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
顧
敦
鋲
一
九
六
九
、
一
九
七
〇
等
が
あ
る
。

④
本
章
に
つ
い
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
の
重
美
彪
研
究
員
に
ご

　
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
紙
上
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

⑤
高
橋
一
九
九
七
、
門
閥
章
「
張
留
孫
の
登
場
」
。

⑥
　
主
に
「
張
公
家
伝
」
に
よ
る
。
「
至
大
二
年
、
領
集
賢
院
、
位
大
学
塁
上
。
」
と

　
あ
る
が
、
他
の
史
料
で
は
、
無
論
孫
は
死
亡
時
「
知
集
賢
院
領
諸
路
道
教
事
」
と

　
称
さ
れ
る
た
め
、
〔
領
集
賢
聖
」
を
タ
イ
ト
ル
と
は
解
釈
し
な
い
。
「
大
学
士
の
上

　
に
位
し
た
」
と
い
う
表
現
は
、
妾
蒔
の
大
学
士
た
ち
が
集
二
院
に
お
け
る
権
限
を

　
形
式
的
に
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
状
況
を
背
景
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
「
結

　
び
に
か
え
て
」
注
⑤
参
照
）
。

⑦
『
道
家
金
石
略
』
六
九
九
頁
「
玄
門
掌
教
大
宗
興
醒
神
応
化
洞
明
細
入
祁
公
道

　
行
融
通
」
、
及
び
七
〇
三
頁
「
重
修
太
初
高
和
」
の
立
石
者
の
中
に
、
張
志
仙
が

　
現
れ
る
。
彼
の
タ
イ
ト
ル
は
、
大
徳
～
二
年
三
月
の
前
者
は
「
三
管
諸
島
道
教
事
」

　
と
し
、
四
年
九
月
の
後
者
は
「
管
領
口
路
道
教
所
同
知
集
賢
画
道
盛
事
」
と
し
て

　
お
り
、
こ
の
間
に
タ
イ
ト
ル
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑧
『
道
家
金
石
略
』
七
二
七
頁
「
永
楽
宮
叡
旨
碑
」
及
び
七
四
二
頁
「
置
屋
重
陽

　
万
寿
宮
聖
旨
碑
」
、
藥
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
六
六
（
六
八
頁
）
を
参
照
。

　
な
お
、
威
徳
残
に
つ
い
て
は
、
羅
年
玉
刊
『
金
石
葦
編
未
刻
稿
㎞
立
中
「
孫
徳
或

　
道
行
碑
」
（
隅
道
家
金
石
略
』
七
八
七
頁
も
同
じ
。
拓
影
が
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国

　
歴
代
石
刻
拓
本
毛
編
隔
四
九
概
一
六
七
頁
に
あ
る
。
）
及
び
『
道
園
学
古
謡
輪
巻
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五
〇
「
玄
門
掌
教
孫
真
人
墓
誌
銘
」
を
参
照
。
完
顔
徳
明
も
後
に
「
知
集
魚
院
道

　
海
事
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
「
孫
徳
残
道
行
碑
」
よ
り
わ
か
る
。

⑨
唇
面
孫
の
最
高
位
で
あ
る
「
知
集
賢
院
領
五
清
道
教
事
漏
と
孫
徳
残
の
「
知
集

　
賢
院
道
教
事
」
は
、
時
期
的
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
称
号
の
関
係

　
を
考
え
る
こ
と
か
ら
、
正
一
教
と
全
真
教
の
関
係
に
つ
い
て
二
と
お
り
の
解
釈
が

　
で
き
る
。
ま
ず
、
前
者
が
『
元
史
』
巻
網
ニ
「
武
上
本
紀
一
」
大
徳
一
一
年
九
月

　
丙
子
の
条
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
正
式
名
称
と
考
え
た
上
で
、
後
者
が

　
前
者
の
略
称
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
仁
徳
或
の
称
号

　
は
、
張
志
仙
と
同
様
に
、
そ
の
前
に
「
管
領
諸
路
道
教
所
」
を
持
つ
た
め
、
「
知

　
古
賢
院
道
教
事
」
は
純
粋
に
「
集
賢
院
の
中
で
も
道
教
の
事
を
草
す
」
こ
と
を
意

　
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
、
張
網
孫
の
「
集
賢
院
を
黙
す
」
こ
と
よ
り

　
も
、
集
二
院
に
対
す
る
権
限
が
小
さ
い
と
言
え
る
。
も
う
～
つ
は
、
前
者
と
後
者

　
の
意
味
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
そ
の
場
合
「
管
領
空
路
道
教
所
」

　
は
、
華
北
・
豊
玉
に
お
け
る
道
教
所
の
整
備
状
況
を
江
南
と
比
し
て
強
調
し
て
い

　
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

⑩
こ
の
碑
の
立
石
者
が
当
の
壮
志
仙
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
以
下
の

　
よ
う
な
推
測
も
ま
た
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
継
承
が
正
式
な
も
の
で
あ

　
つ
た
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
立
石
の
時
点
（
大
徳
三
年
三
月
）
で
の
正
当
手

　
続
で
あ
る
集
励
磁
経
由
の
上
奏
、
下
詔
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
た
と
い
う
解

　
釈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
至
元
二
二
年
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
手
続
が
本
当

　
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
、
多
少
の
疑
問
も
無
し
と
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
張

　
三
揃
の
掌
教
就
任
の
時
期
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

　
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
欄
山
右
石
刻
叢
編
』
巻
二
七
「
楽
全
癒
記
」
に
は
、
お
そ
ら

　
く
立
石
者
の
ひ
と
り
と
し
て
「
前
掌
教
洞
明
真
人
大
宗
師
祁
暴
説
」
と
あ
り
、

　
「
前
」
と
つ
く
と
こ
ろ
が
ら
、
祁
志
誠
が
至
元
二
二
年
に
「
掌
教
」
を
退
い
て
い

　
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
掌
教
に
つ
く
は
ず
の
張
志
仙
は
京
師

　
に
留
ま
っ
た
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
足
跡
は
明
ら
か

　
で
な
い
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
硬
論
先
一
真
楼
観
紫
雲
術
石
上
』
壷
中

　
「
大
元
清
和
大
宗
師
サ
真
人
道
行
碑
」
（
『
道
家
金
石
略
』
六
八
○
頁
も
同
じ
）
に
、

　
「
至
元
二
十
七
年
、
玄
門
華
墨
玄
逸
張
君
真
人
被
朝
命
蔵
置
岳
漉
、
馳
駅
来
秦
、

　
焼
礼
子
古
楼
観
宗
聖
宮
、
宗
祖
道
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蔦
元
二
七
年
正
月
に

　
静
止
…
の
祭
祀
に
出
た
こ
と
で
あ
る
。
（
『
元
史
』
巻
～
六
「
世
祖
本
紀
一
三
」
に
、

　
「
二
十
七
年
春
正
月
、
…
…
丁
巳
、
遣
使
代
祀
岳
・
濱
・
海
神
・
后
土
。
…
…
」

　
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
。
）
そ
れ
か
ら
成
宗
即
位
ま
で
の
問
も
、
彼
の
動
向
が
わ

　
か
ら
な
い
期
間
と
な
っ
て
い
る
（
『
道
家
金
石
略
㎞
七
七
七
頁
「
創
建
玄
逸
観
碑
」

　
に
は
、
「
逮
至
要
二
十
八
年
、
真
人
張
公
爵
教
、
署
玄
逸
為
額
、
働
札
付
提
点
本

　
望
事
。
」
と
あ
り
、
至
元
二
八
年
に
「
嗣
教
し
と
な
っ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る

　
が
、
こ
れ
は
、
玄
逸
の
額
を
も
ら
っ
た
事
実
の
み
が
二
八
年
で
あ
り
、
そ
の
前
提

　
と
な
る
張
志
仙
の
掌
教
自
体
は
も
っ
と
前
の
こ
と
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
）
。

　
た
だ
し
、
た
と
え
「
郡
公
道
行
碑
」
の
記
述
を
鵜
呑
み
で
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、

　
例
え
ば
『
元
典
章
㎞
巻
三
三
「
礼
部
六
」
道
教
「
住
持
急
診
事
」
か
ら
も
、
集
団

　
院
と
道
教
の
つ
な
が
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
高
橋
一
九
九
七
、
高
橋
～

　
九
九
九
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑪
陳
～
九
九
三
は
、
学
校
に
関
わ
る
全
面
的
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
貴
重
な
研

　
究
で
あ
る
。
集
賢
院
に
つ
い
て
も
、
主
に
中
央
に
お
け
る
学
校
の
事
務
を
担
当
す

　
る
機
構
と
し
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

⑫
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

　
蘇
禅
皇
帝
登
宝
位
之
後
、
累
降
聖
旨
、
設
立
学
校
、
養
育
人
材
、
以
備
擢
用
。
至

　
元
二
十
一
年
、
設
立
集
義
院
、
提
調
内
外
学
校
、
各
処
行
省
設
立
儒
学
提
曹
司
、

　
路
裏
掌
裏
交
委
付
学
官
等
教
有
能
。

⑬
『
元
典
章
』
巻
九
「
吏
二
三
」
教
官
「
正
・
録
・
直
諭
・
直
学
」
は
延
祐
四
年

　
正
月
の
案
件
で
あ
り
、
当
時
の
集
賢
院
の
典
型
的
な
仕
事
を
表
す
。
ま
た
、
糊
元
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史
隔
意
八
一
「
選
挙
志
こ
学
校
に
お
い
て
、
「
凡
正
・
長
・
学
録
・
教
諭
、
或

　
由
集
賢
院
及
台
憲
官
挙
充
之
。
」
と
あ
る
の
は
、
集
賢
官
や
監
察
官
が
学
官
を
推

　
挙
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
い
う
。

⑭
　
　
噸
元
典
章
』
巻
貝
「
二
部
三
」
教
官
「
保
選
儒
学
官
員
」
（
『
廟
学
典
礼
隔
巻
二

　
門
儒
職
陸
転
保
挙
後
進
例
」
で
は
二
月
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
廟
学
典
礼
㎞
で
は
、

　
行
省
が
中
書
省
の
沓
文
を
受
け
取
っ
た
日
を
冠
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
）
。
文
章

　
の
試
験
に
関
わ
る
こ
と
は
、
大
徳
年
間
以
後
も
、
翰
林
国
史
院
に
お
い
て
評
価
を

　
く
だ
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
（
咽
元
典
章
』
巻
九
「
吏
部
三
」
教
官
「
考
試
教
官
等

　
例
」
）
、
任
用
の
際
に
は
、
一
般
に
集
銀
建
へ
の
報
告
が
必
要
と
な
る
。

⑮
開
元
典
章
』
二
三
「
礼
部
四
」
儒
学
「
立
儒
学
鼓
舞
司
」
、
或
い
は
開
廟
学

　
典
礼
』
巻
二
「
白
鼠
葉
李
陣
立
太
学
、
設
提
挙
司
、
及
路
黒
斑
転
格
例
、
儒
戸
免

　
差
」
、
「
学
校
時
宜
、
儒
戸
免
差
、
贈
学
索
子
」
を
参
照
。

⑯
．
混
乱
の
一
例
が
『
元
典
章
』
巻
九
「
二
部
三
」
教
官
門
体
覆
薩
長
」
に
現
れ
て

　
い
る
。

⑰
注
⑬
及
び
陳
～
九
九
三
、
宮
一
九
九
九
を
参
照
。

⑱
口
元
典
章
』
巻
ヘ
ニ
「
吏
部
将
」
儒
吏
門
随
路
歳
貢
儒
吏
」
（
四
無
学
典
礼
』
巻

　
一
「
歳
貢
献
吏
」
も
ほ
ぼ
同
じ
）
か
ら
は
、
そ
の
一
面
が
垣
下
み
ら
れ
る
。

⑲
「
楚
国
文
憲
耐
雪
楼
程
先
生
年
譜
」
至
元
壬
二
年
丙
戌
の
条
。

三
、
初
期
集
賢
院
の
中
心
人
物

元代集賢院の設立（櫻井）

　
至
尊
二
二
年
、
集
賢
院
が
独
立
し
た
当
初
の
人
的
構
成
と
そ
の
活
動
内
容
と
を
探
っ
て
い
く
。
碧
羅
頬
『
松
雪
斎
文
集
磁
北
七
「
大
元
勅
賜

故
事
禄
大
夫
中
書
平
野
政
事
守
司
徒
集
賢
院
使
領
太
史
院
黒
黒
推
忠
佐
理
翔
亮
功
臣
太
師
開
府
儀
同
三
縫
上
卸
量
追
封
趙
国
公
議
文
定
全
公
神

道
碑
銘
」
（
以
下
、
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
と
略
）
に
は
、

　
　
　
（
至
元
二
　
年
）
秋
、
集
生
壁
を
置
き
、
公
に
命
じ
て
直
面
を
領
せ
し
め
ん
と
す
る
も
、
公
請
う
て
司
徒
墨
染
蛮
を
以
て
之
を
領
せ
し
め
ん
と
す
。
乃

　
　
　
ち
公
を
以
て
中
順
大
夫
・
集
賢
館
学
士
と
為
し
太
史
院
の
事
を
兼
ね
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
あ
り
、
至
元
一
八
年
の
末
以
来
翰
林
院
の
も
と
に
あ
っ
た
集
賢
院
は
二
一
年
に
独
立
を
果
た
し
た
と
い
う
。
集
賢
院
で
は
な
く
集
客
館
と
さ

れ
る
の
は
、
実
際
に
新
し
い
場
所
が
用
意
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
露
量
館
を
領
し
た
の
は
サ
ル
バ
ン
で
あ
り
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
（
》
吋
殴
償
口
ω
簿
一
一
）

は
そ
の
次
官
と
な
っ
た
。

　
サ
ル
バ
ン
は
至
元
一
〇
年
代
か
ら
す
で
に
蒙
古
翰
林
院
の
長
宮
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
文
字
詔
書
を
扱
う
重
要
な
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
第
一
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
司
徒
府
」
と
い
う
組
織
設
立
の
一
貫
と
し
て
一
八
年
に
集
境
争
を
兼
領
し
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
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②

集
背
黒
を
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
サ
ル
バ
ン
の
称
号
を
み
る
と
、
二
一
年
二
月
に
翰
林
学
士
承
旨
と
表
記
さ
れ
て
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
に
載
せ
ら
れ
憂
＝
年
九
月
目
記
事
も
含
め
、
二
三
年
＝
一
月
ま
で
は
一
貫
し
て
翰
林
承
旨
と
表
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
彼
は
集
賢
院
を
領
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
実
は
官
職
と
し
て
は
も
う
～
段
宮
品
が
高
い
、
蒙
古
翰
林
院
の
翰
林
学
士
薦
垂
で
あ
り
続
け

　
　
　
　
④

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
が
集
二
院
の
長
官
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
二
元
～
八
年
の
「
司
徒
府
」
設
立
、
及
び
二
〇
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の

翰
林
院
と
集
賢
立
の
一
体
化
と
い
う
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
想
定
で
き
る
。
一
方
、
『
元
史
』
巻
一
三
「
世
祖
本
紀
一
〇
」
至
元
二
二
年
＝
一
月

乙
酉
の
条
に
は
、

　
　
集
賢
院
を
立
て
、
糺
里
蛮
を
以
て
之
を
領
せ
し
む
。

と
あ
っ
て
、
ま
る
で
二
二
年
忌
な
っ
て
初
め
て
集
皇
院
が
立
ち
、
サ
ル
バ
ン
が
そ
の
長
官
と
な
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
お
り
不
十
分
な
表
現
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
「
百
官
志
」
に
示
さ
れ
た
独
立
の
時
期
も
至
元
二
二
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
し
て
、
「
ア
ル
グ

ン
サ
リ
碑
銘
」
や
第
二
章
第
二
節
で
挙
げ
た
「
整
治
学
校
」
の
至
元
二
一
年
も
、
単
な
る
書
き
間
違
い
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
設
立
ま

で
何
段
階
か
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
心
元
一
八
年
以
来
続
い
た
集
賢
院
と
翰
林
院
の
関
係
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

サ
ル
バ
ン
や
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
領
し
た
集
賢
館
は
、
こ
れ
ま
で
経
過
を
考
察
し
て
き
た
集
賢
院
と
は
別
ル
ー
ト
か
ら
、
独
立
に
向
け
て
整
備
さ

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
敢
え
て
独
立
の
期
日
を
特
定
す
れ
ば
、
至
元
二
二
年
三
月
以
降
一
二
月
以
前
と
い
う
こ
と
に

　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

な
ろ
う
。

　
さ
て
、
長
官
の
サ
ル
バ
ン
の
本
務
が
翰
林
官
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
集
賢
院
の
職
務
に
直
接
与
ら
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
次
官
で
あ
る

ア
ル
グ
ン
サ
リ
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
で
は
、
彼
の
功
績
を
称
え
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
初
め
世
祖
の
知
る
所
と
為
り
、
即
ち
勧
む
る
に
天
下
を
治
む
る
は
必
ず
儒
術
を
用
い
、
江
南
の
諸
老
臣
及
び
山
林
藪
沢
に
道
芸
の
士
有
ら
ば
、
愚
な
宜
し

　
　
く
潮
騒
し
、
以
て
選
録
に
備
う
べ
き
を
以
て
す
。
是
に
お
い
て
集
賢
院
を
置
き
、
求
賢
の
詔
を
下
し
、
使
を
天
下
に
遣
わ
す
。
天
下
風
を
聞
き
て
起
ち
、

　
　
至
る
者
は
悉
く
公
に
命
じ
て
之
を
館
せ
し
む
る
に
、
礼
意
周
沿
に
し
て
、
皆
な
宿
望
に
喜
ぶ
。
其
の
旨
に
適
わ
ざ
る
者
有
ら
ば
、
著
た
請
い
て
費
を
厚
く
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元代集賢院の設立（櫻井）

　
　
し
て
之
を
遣
り
、
以
て
来
る
者
を
勧
む
。
而
し
て
集
賢
の
長
試
、
｝
時
の
名
流
を
極
む
る
は
、
尽
く
公
の
薦
謝
す
る
所
な
り
。

ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
江
南
の
隠
逸
の
士
の
召
募
を
勧
め
、
そ
の
勧
め
に
よ
り
集
賢
院
が
置
か
れ
、
そ
し
て
彼
の
推
薦
し
た
者
が
枢
要
の
地
位
に
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
自
身
も
大
徳
三
年
ま
で
わ
ず
か
な
期
間
を
除
い
て
集
賢
官
で
あ
り
続
け
た
。
初
期
集
賢
院
の
性
格
を
考
え
る
際
に

は
彼
を
お
い
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ル
グ
ン
サ
リ
の
任
用
に
は
、
仏
教
の
素
養
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
仏
教
を
身
に
つ
け
た
父
の
キ
タ
イ
サ
リ
（
◎
障
P
一
ω
帥
目
）
の
影
響
も
あ
り
、

　
　
通
敏
公
（
キ
タ
イ
サ
リ
）
父
に
意
い
て
燕
よ
り
北
庭
に
還
り
、
公
の
兄
弟
三
人
を
生
む
。
已
に
し
て
召
を
被
り
、
妻
子
を
真
庭
に
留
む
。
…
…
（
雲
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
．
に
）
居
る
こ
と
三
年
、
公
国
師
八
思
馬
に
硬
い
、
浮
屠
法
を
学
び
、
豊
強
な
ら
ず
し
て
其
の
書
に
通
じ
、
肇
ら
諸
国
及
び
漢
語
に
達
す
。

と
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
彼
自
身
も
仏
教
に
通
じ
て
い
た
。
国
元
一
一
年
、
パ
ス
パ
は
チ
ベ
ッ
ト
に
帰
る
に
あ
た
っ
て
ア
ル
グ
ン
サ
リ
を
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
、
そ
の
結
果
、
彼
は
裕
宗
チ
ン
キ
ム
の
ケ
シ
ク
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仏
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
「
江
南
の
諸
老
臣

や
山
林
藪
沢
の
道
芸
の
士
」
を
招
い
て
、
そ
の
中
か
ら
任
用
を
行
う
こ
と
を
建
議
し
た
の
は
、
動
か
ぬ
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
集
登
院
設

立
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
に
は
、
ま
ず
、
張
換
孫
を
集
賢
士
設
立
の
唯
一
の
推
進
者
と
す
る
の
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
二

人
の
集
賢
院
内
で
の
力
関
係
を
み
る
と
、
張
留
孫
が
至
元
二
五
年
に
初
め
て
「
預
出
集
賢
院
」
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
は
里
芋

二
一
年
秋
に
「
集
賢
を
領
」
し
、
つ
い
で
「
掛
声
官
学
士
兼
太
子
院
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
の
方
が
夙
に
歴
と
し
た
位
に
就
い

た
。
仮
に
、
道
教
保
護
が
書
置
院
独
立
の
第
一
義
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
正
一
教
の
張
宗
演
や
張
製
造
が
、
名
義
だ
け
で
も
ト
ッ
プ
に
座
っ

て
い
て
お
か
し
く
な
い
。
道
教
を
司
ら
せ
る
こ
と
は
、
確
か
に
集
註
院
設
立
の
目
的
の
一
要
素
で
は
あ
っ
た
が
、
他
に
も
目
的
が
あ
っ
た
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
次
に
、
サ
ル
バ
ン
や
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
行
っ
た
具
体
的
な
仕
事
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
彼
ら
が
秘
書
官
や
地
方
の
学
校
、
国
子
監
等

か
ら
の
上
奏
を
、
皇
帝
の
傍
ら
に
あ
っ
て
取
り
次
い
で
い
た
事
実
は
、
『
元
典
章
』
や
『
秘
書
鳥
撃
』
、
噸
廟
学
典
礼
』
等
に
み
え
る
。
そ
の
他

に
、
彼
ら
の
事
跡
の
一
例
と
し
て
、
『
大
元
一
統
志
』
の
編
纂
事
業
に
関
与
し
た
記
録
が
『
秘
書
監
志
』
巻
四
「
纂
修
」
に
詳
細
に
残
さ
れ
て
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⑪

い
る
。
至
元
二
二
年
七
月
、
秘
書
監
に
地
理
志
の
編
纂
が
命
じ
ら
れ
た
。
大
徳
七
年
に
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
『
大
元
一
統
志
』
は
、
当
時

ま
だ
正
式
な
名
前
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
広
大
な
領
土
を
手
中
に
収
め
た
の
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
或
い
は
逆
に
政
治
経
済
活
動
上
の
必
要
に
迫

ら
れ
て
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
事
実
で
は
あ
る
が
、
『
秘
書
監
志
』
の
記
述
か
ら
は
、

ア
ル
グ
ン
サ
リ
は
開
元
二
四
年
ま
で
の
作
業
開
始
の
時
期
に
一
貫
し
て
そ
の
仕
事
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
関
連
上
奏
の
多
く

は
集
達
識
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
関
連
し
て
、
秘
書
監
は
至
元
二
三
年
八
月
二
九
日
に
調
査
を
行
い
、
少
し
前
の
中
書
省
の

上
奏
と
そ
れ
に
対
す
る
ク
ビ
ラ
イ
の
言
葉
を
引
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
（
　
）
内
は
著
者
注
で
あ
る
。

　
　
　
一
、
奏
す
る
に
は
、
「
孔
子
の
子
供
た
ち
（
臆
子
孫
）
に
教
え
て
い
る
（
唱
曲
阜
教
授
）
陳
臓
と
い
う
小
名
の
ひ
と
り
の
も
の
と
、
マ
ン
ジ
の
地
方
（
闘

　
　
江
南
）
に
い
る
ひ
と
り
の
秀
才
（
1
1
儒
者
）
響
応
龍
、
及
び
美
装
府
の
と
こ
ろ
の
ひ
と
り
の
秀
才
簾
熱
（
字
は
維
斗
）
は
、
こ
の
地
理
の
こ
と
に
よ
く
通

　
　
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
者
ら
を
や
っ
て
来
さ
せ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。
」
と
奏
し
た
と
こ
ろ
、
「
来
さ
せ
よ
。
さ
ら
に
用
い
て
い
る
マ
ン
ジ
・
北
中
国
の
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
才
が
い
れ
ば
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
わ
か
っ
て
い
た
ら
、
～
処
に
求
め
よ
。
」
と
聖
旨
が
な
さ
れ
た
。

聖
旨
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
地
帯
編
纂
の
た
め
に
陳
倣
・
虞
応
龍
・
霊
亀
を
は
じ
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
人
物
が
召
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
、
そ
の
人
材
管
理
の
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
任
務
に
与
っ
て

い
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
大
な
領
土
を
覆
う
地
図
作
成
の
た
め
に
多
く
の
人
材
が
求
め
ら
れ
た
が
、
秘
書
舌
内
の
人
物
だ
け
で

は
そ
れ
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
時
、
ま
だ
秘
書
監
と
は
正
式
な
統
轄
関
係
が
な
か
っ
た
集
参
院
の
ア
ル
グ
ン
サ
リ

が
人
材
管
理
に
あ
た
っ
た
。
彼
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
③
の
役
割
、
つ
ま
り
賢
良
の
召
集
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ
る
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
①
『
元
史
隔
月
＝
二
〇
「
阿
魯
渾
薩
晒
蝋
」
に
は
、
「
（
至
元
二
一
年
九
月
）
命
領
　
③
口
元
史
』
巻
～
四
「
世
祖
本
紀
＝
」
至
元
壬
二
年
～
二
月
戊
午
の
条
。

　
　
（
集
賢
）
業
事
、
阿
魯
渾
薩
理
日
、
陛
下
和
平
集
賢
以
待
士
、
宜
雨
雲
望
大
臣
領
　
④
『
元
史
舗
拳
＝
「
成
宗
本
紀
四
」
大
徳
八
年
二
月
甲
辰
の
条
で
は
、
「
翰
林

　
　
之
、
以
新
書
聴
。
請
以
司
徒
撒
黒
金
領
其
事
、
帝
従
之
。
」
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
学
士
承
旨
品
番
二
進
金
輪
世
祖
実
録
節
文
一
冊
・
漢
字
実
録
八
十
冊
。
」
と
さ
れ

　
②
　
　
咽
元
史
隔
巻
＝
二
門
世
祖
本
紀
一
〇
偏
至
元
一
二
年
二
月
丁
亥
の
条
。
　
　
　
　
　
　
　
る
。
至
元
二
三
年
以
降
彼
は
「
司
徒
」
や
「
大
司
徒
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

136 （478）



元代駒川院の設立（櫻井）

　
そ
の
官
職
は
一
貫
し
て
翰
林
学
士
承
旨
で
あ
っ
た
。

⑤
中
華
轡
局
点
校
本
で
校
勘
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
の
前
後

　
の
干
支
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。
『
元
史
』
編
集
時
の
作
業
ミ
ス
で
あ
る
と
す

　
れ
ば
、
集
賢
路
が
二
二
年
＝
一
月
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う
意
味
の
記
事
で
は
な
い

　
可
能
性
も
で
て
く
る
。

⑥
『
秘
轡
監
志
㎞
巻
一
「
設
属
官
」
に
、
至
元
二
二
年
三
月
の
［
翰
林
集
賢
侍
講

　
学
士
牒
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
章
注
⑳
で
挙
げ
た
閻
復
の
タ
イ
ト
ル
は
至
元

　
二
二
年
正
月
～
七
月
の
内
の
い
っ
か
は
特
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
『
秘
書
監
志
』

　
巻
九
「
題
名
」
の
秘
害
監
の
条
に
は
、
「
侯
爵
、
口
元
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
、

　
以
集
賢
学
士
正
議
大
夫
上
。
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
集
賢
院
が
独
立
し
て
い

　
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
腰
元
二
三
年
三
月
に
依
然
「
翰
林
国
史
集
賢
院

　
某
」
の
称
号
を
持
つ
安
蔵
と
い
う
人
物
が
碑
を
書
い
た
と
い
う
記
述
が
、
武
億

　
噸
授
堂
金
石
文
字
続
蹟
』
巻
＝
二
門
無
住
禅
師
碑
」
に
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
碑

　
文
は
録
文
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
安
蔵
に
つ
い
て
は
、
注
⑩
を
参

　
照
。

⑦
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
扁
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
明
年
春
（
至
元
二
三
年
）
、
升
集
賢
大
学
士
・
中
奉
大
夫
、
明
年
春
、
進
資
徳
大

　
夫
・
尚
書
右
前
、
並
兼
太
史
院
事
、
冬
、
三
栄
巨
大
央
・
平
章
政
事
、
兼
集
賢
大

　
学
士
・
太
史
院
使
、
廿
八
年
頃
乞
解
機
務
、
以
為
白
革
大
学
士
、
三
十
年
、
加
領

　
太
史
弔
事
、
…
…
明
年
春
（
元
貞
元
年
）
、
以
靖
戴
功
加
守
司
徒
、
大
徳
三
年
、

　
復
拝
平
章
政
事
。

⑧
曹
氏
校
勘
本
『
松
雪
斎
文
集
』
の
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
で
は
、
キ
タ
イ
サ

　
リ
は
「
歴
大
同
路
僧
衆
都
総
統
、
釈
教
都
総
統
、
同
知
総
制
金
事
」
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
陳
一
九
二
三
、
巻
二
「
儒
学
篇
」
に
お
い
て
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
の
学
問
に

　
つ
い
て
、
す
で
に
嘗
及
が
あ
る
。

⑨
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
を
参
照
。

⑩
『
程
雲
叢
先
生
文
集
』
巻
七
「
陳
氏
先
徳
之
碑
」
等
に
よ
る
と
、
釈
教
に
深
く

　
通
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
安
蔵
も
、
翰
林
学
士
二
士
と
し
て
「
領
集
賢
婦
会
同
館
道

　
教
事
」
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
正
確
な
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
至

　
元
二
〇
年
代
の
可
能
性
が
高
い
。
同
書
巻
九
「
山
国
無
闇
公
神
道
碑
」
、
北
村
｝

　
九
九
九
を
参
照
。

⑪
糊
元
〆
』
巻
＝
二
「
世
祖
本
紀
｝
○
」
至
元
二
二
年
七
月
甲
戌
の
条
。

⑫
本
文
は
以
下
の
と
お
り
。

　
一
、
奏
、
有
一
箇
孔
夫
子
的
核
児
毎
根
底
教
的
陳
臓
小
名
、
又
有
一
箇
蛮
子
田
地

　
　
裏
有
的
秀
才
虞
応
龍
、
又
聖
上
府
根
底
一
箇
秀
才
燕
維
斗
、
這
地
理
的
勾
当
好

　
　
理
会
的
有
。
那
的
盤
根
底
教
将
来
呵
、
陶
生
、
塵
道
、
奏
呵
、
教
来
者
。
再
用

　
　
著
的
蛮
子
君
児
秀
才
毎
有
呵
、
阿
児
渾
撒
里
理
会
的
有
、
恕
一
愛
鷹
者
、
廠
道
、

　
　
聖
旨
了
也
。

　
陳
徽
を
曲
阜
教
授
と
し
た
の
は
、
次
注
『
元
史
隔
の
記
事
に
よ
る
。

⑬
『
元
史
』
巻
～
四
「
世
祖
本
紀
＝
」
至
　
匹
　
三
年
二
月
丙
寅
の
条
。
ま
た
、

　
蒲
魏
に
つ
い
て
は
、
欄
華
中
文
稿
㎞
巻
八
「
元
凶
集
書
学
士
国
子
祭
酒
太
子
右
諭

　
徳
薫
貞
敏
公
墓
誌
銘
」
に
、
「
命
開
秘
府
、
詳
等
張
下
方
市
之
士
、
撰
述
図
志
、

　
用
章
彊
理
一
統
単
離
。
使
者
来
徴
、
公
選
焉
。
」
と
あ
る
。
同
じ
時
期
に
、
薬
物

　
書
の
撰
定
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
サ
ル
バ
ン
と
許
国
禎
が
申
心
に
な
っ
て
い

　
る
。
翰
林
院
や
集
賢
院
が
こ
の
時
期
害
物
の
編
纂
出
版
に
関
わ
る
こ
と
は
珍
し
く

　
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地
志
編
纂
に
か
か
る
人
材
集
め
の
測
面
は
こ
こ
で

　
強
調
で
き
よ
う
。
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四
、
設
立
の
目
的

　
独
立
ま
で
の
集
賢
院
は
、
自
身
の
富
庁
を
持
た
ず
機
構
さ
え
整
っ
て
い
な
い
段
階
に
あ
り
、
「
百
官
志
」
に
挙
げ
ら
れ
る
職
務
も
、
ま
だ
本

格
的
に
行
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
官
制
が
未
整
備
で
あ
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
部
分
的
な
が
ら
果
た
し
て
い
た
の
は
、
例

え
ば
蒙
古
翰
林
院
や
翰
林
国
史
院
で
あ
っ
た
。
翰
林
官
は
中
統
か
ら
至
元
初
に
か
け
て
積
極
的
な
推
挙
を
行
い
、
そ
れ
が
吏
か
ら
の
昇
進
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

比
し
て
も
手
っ
取
り
早
く
良
質
の
人
材
を
確
保
す
る
方
法
で
あ
り
、
そ
の
際
、
推
挙
さ
れ
た
人
物
に
は
初
任
官
と
し
て
翰
林
官
と
な
る
も
の
が

多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
至
元
中
後
期
に
は
、
翰
林
官
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
人
物
の
一
半
、
翰
林
学
士
承
旨
で
あ
っ
た
王
鴉
を
は
じ
め
立
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

や
舞
鶴
ら
が
他
界
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
中
書
省
を
構
成
し
た
漢
族
官
僚
等
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
基
本
的
な
政
治
機
構
が
整
い

つ
つ
あ
っ
た
国
家
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
推
し
量
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
、
吏
僚
飯
島
の
権
力
争
い

に
対
し
て
、
或
い
は
仕
宮
を
望
む
面
々
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
顕
在
化
し
た
の
が
ア
フ

マ
ッ
ド
一
族
へ
の
ゆ
き
す
ぎ
た
権
力
集
中
で
あ
っ
た
。
翰
林
院
を
中
心
と
し
て
文
章
の
官
等
を
集
め
る
機
構
が
統
合
さ
れ
た
の
も
同
じ
時
期
で

　
　
③

あ
っ
た
。
そ
の
機
構
統
合
の
影
響
も
あ
っ
て
、
至
元
二
〇
年
か
ら
二
二
年
ま
で
集
賢
答
は
翰
林
国
史
院
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
集
賢
院
が
独
立
し
た
目
的
や
原
因
は
、
大
き
く
二
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
つ
は
翰
林
院
と

は
違
う
勢
力
と
し
て
の
野
庭
院
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
新
し
い
道
教
の
一
派
と

し
て
入
っ
て
き
た
江
南
の
正
一
教
集
団
は
、
そ
の
勢
力
拡
大
の
た
め
に
、
華
北
と
つ
な
が
り
の
深
い
翰
林
院
に
取
り
入
る
の
で
は
な
く
、
新
た

な
政
権
と
の
連
絡
機
構
を
求
め
て
七
賢
院
設
立
を
建
言
し
て
い
た
。
そ
の
始
ま
り
は
正
～
教
課
師
の
入
観
で
あ
り
、
そ
の
数
年
後
の
女
傑
孫
の

建
議
を
経
て
集
賢
院
独
立
の
一
因
と
な
っ
た
。

　
別
の
大
き
な
側
面
と
し
て
、
仏
教
で
も
な
く
道
教
で
も
な
い
宗
教
と
は
別
の
見
地
か
ら
「
選
録
に
備
」
え
る
た
め
の
人
物
を
選
り
抜
き
、
完

成
間
近
の
大
都
に
集
め
よ
う
と
し
た
と
い
う
目
的
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
江
南
の
隠
逸
の
士
の
召
募
を
勧
め
た
の
は
そ
の
一
例
で
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あ
っ
た
し
、
同
じ
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
た
の
は
、
彼
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
至
元
二
〇
年
前
後
に
は
、
優
秀
な
人
材
を
新
た
に
任
用
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
至
元
二
～
年
秋
に
設
置
し
た
の
が
「
集
僧
院
」
で
は

な
く
「
集
賢
聖
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
用
い
る
べ
き
人
物
を
集
め
て
住
ま
わ
せ
て
お
く
た
め
の
場
所
・
建
物
の
創
設
が
主
目
的
で
あ
っ
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
松
雪
斎
文
集
瞼
巻
八
「
有
元
故
徴
士
王
公
墓
誌
銘
」
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
も

　
　
二
十
三
年
春
、
侍
御
史
程
公
鍾
夫
・
中
書
通
事
舎
人
帖
木
児
不
瓦
窯
を
奉
じ
て
、
纈
ら
両
人
を
召
す
。
其
の
一
人
は
儒
学
提
挙
葉
李
な
り
。
遂
に
与
借

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ

　
　
に
見
う
る
に
、
上
騙
ぶ
こ
と
甚
し
。
集
賢
院
に
館
せ
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
あ
っ
て
、
推
薦
さ
れ
た
人
物
が
大
都
に
来
る
と
、
集
煮
冷
に
留
め
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
「
百
官
志
」
で
い
う
「
隠
逸
を
徴

求
し
、
賢
良
を
召
集
す
る
」
役
割
、
そ
し
て
、
「
張
公
碑
銘
」
に
も
書
か
れ
る
「
天
下
の
賢
士
を
逸
す
る
」
機
構
と
し
て
集
賢
院
は
独
立
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
集
賢
院
の
人
的
構
成
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
里
下
チ
ン
キ
ム
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
附
け
加
え
て
お

　
⑤

こ
う
。
聖
賢
官
と
な
っ
た
人
物
は
チ
ン
キ
ム
と
非
常
に
近
い
距
離
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
サ
ル
バ
ン
は
元
来
チ
ン
キ
ム
の
従
官
だ
っ
た
よ
う
で

　
　
⑥

あ
る
し
、
ア
ル
グ
ン
サ
リ
が
パ
ス
パ
に
推
薦
さ
れ
て
チ
ン
キ
ム
の
ケ
シ
ク
に
入
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
｝
方
で
、
許
衡
の

よ
う
に
国
子
監
と
の
関
連
が
深
い
人
物
も
集
賢
学
士
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
国
子
監
は
元
代
の
東
宮
機
構
と
い
え
る
吉
事
院
と
の

　
　
　
　
　
⑦

兼
官
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
時
代
を
下
る
と
、
「
ア
ル
グ
ン
サ
リ
碑
銘
」
に
、
「
（
一
二
十
一
年
）
世
祖
登
遽
す
。
裕
聖
皇
后
公
に
命
じ
て
翰
林
・
集

賢
・
太
常
礼
官
を
帥
い
て
礼
を
備
せ
し
め
、
正
宗
を
冊
立
し
て
皇
帝
の
位
に
即
か
し
め
ん
と
す
。
」
と
、
テ
ム
ル
即
位
の
際
に
ア
ル
グ
ン
サ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
ち
桜
雲
富
が
積
極
的
に
行
動
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
チ
ン
キ
ム
か
ら
テ
ム
ル
へ
の
過
程
は
、
多
く
の
紙
幅
を
必
要
と
す
る
た
め
こ
こ

で
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
至
元
二
〇
年
前
後
の
チ
ン
キ
ム
と
彼
を
取
り
巻
く
人
物
が
政
治
の
表
舞
台
に
出
て
く
る
点
に
は
注
意
を
払
う
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
集
賢
院
設
立
は
、
チ
ン
キ
ム
の
権
限
の
み
で
現
実
化
し
た
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
だ
ろ
う
が
、
ア
フ
マ
ッ
ド
暗
殺
前
後
の

新
た
な
秩
序
作
り
の
時
期
に
あ
た
っ
て
、
政
権
の
指
向
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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①
詳
細
は
張
一
九
八
八
を
参
照
。

②
国
家
草
創
期
の
元
勲
を
称
え
る
目
的
を
持
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

　
『
国
電
名
臣
事
略
㎞
に
彼
ら
の
小
伝
が
あ
る
。

③
詳
細
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
二
〇
〇
〇
を
参
照
。

④
㎎
元
史
』
巻
一
七
三
「
葉
李
伝
」
に
は
、
門
李
既
至
京
師
、
勅
集
偉
大
学
士
阿

　
魯
渾
撤
黒
、
館
干
院
中
」
と
あ
る
。
ま
た
同
書
巻
　
九
〇
「
儒
学
伝
二
」
胡
長
儒

　
伝
も
参
照
。

⑤
高
橋
一
九
九
七
も
チ
ン
キ
ム
と
の
関
わ
り
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
高
橋
氏
の
「
の
ち
の
仁
宗
時
代
以
降
の
状
況
か
ら
言
え
ば
、
…
…
要
は
道
教
代
表

　
者
た
ち
の
名
誉
職
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
う
指
摘
は
、
集
賢
院
の
役
割
の
一
面

　
の
み
を
捉
え
た
も
の
だ
と
醤
え
よ
う
。

⑥
糊
元
史
』
巻
＝
五
「
裕
宗
伝
」
を
参
照
。

⑦
小
畑
～
九
九
五
を
参
照
。
ま
た
、
『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』
巻
八
五
「
為
教
孔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
顔
孟
子
孫
事
状
」
に
、
「
今
後
有
無
選
三
家
徳
性
頗
明
俊
者
、
蔵
入
京
師
国
学
令

　
学
士
等
官
教
育
、
庶
幾
有
成
以
昭
先
世
之
徳
」
と
あ
る
門
学
士
等
官
」
と
は
、
あ

　
る
い
は
集
賢
学
士
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑧
テ
ム
ル
の
即
位
に
あ
た
っ
て
、
テ
ム
ル
の
実
母
・
バ
ヤ
ン
に
加
え
、
チ
ン
キ
ム

　
の
ケ
シ
ク
に
あ
っ
た
入
物
が
積
極
的
に
行
動
し
た
。
ア
ル
グ
ン
サ
リ
に
つ
い
て
は
、

　
一
元
史
隔
巻
一
三
〇
の
本
伝
に
さ
ら
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
の
記
述

　
は
、
お
そ
ら
く
『
松
霊
斎
文
集
』
以
外
の
史
料
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
部
分
で

　
あ
ろ
う
。
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結
び
に
か
え
て
1
大
徳
以
降
の
集
賢
院
1

　
　
「
隠
逸
を
徴
求
し
、
賢
良
を
召
集
す
る
」
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
集
山
院
は
、
人
材
登
用
の
一
経
路
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
方
向

性
を
持
ち
つ
つ
機
能
し
て
い
っ
た
。
集
賢
島
自
身
が
推
薦
・
登
用
の
役
割
に
あ
た
る
以
外
に
、
な
か
な
か
招
請
に
応
じ
な
い
「
遺
言
」
や
「
賢

良
」
を
迎
え
る
場
合
の
称
号
と
し
て
も
集
合
官
が
与
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
在
野
の
士
で
あ
り
続
け
た
野
老
は
、
至
元
二
八
年
に
集
賢
学
士
と

　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
招
か
れ
た
し
、
地
理
志
編
纂
へ
の
参
加
に
応
じ
な
か
っ
た
蒲
麟
は
、
大
徳
七
年
、
一
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
集
賢
直
学
士
・
侍
読
学
士
と
し
て

　
　
　
　
　
　
②

招
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
集
賢
官
の
称
号
が
翰
林
官
よ
り
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
医
学
に
長
け

た
露
国
禎
が
集
賢
大
学
士
の
称
号
を
受
け
た
こ
と
か
ら
は
、
翰
林
院
が
極
端
に
儒
学
寄
り
な
の
に
対
し
て
、
集
賢
院
が
学
問
分
野
間
の
垣
根
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

低
く
し
た
組
織
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
に
は
、
道
教
が
集
賢
院
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

よ
り
強
調
す
べ
き
は
、
集
賢
院
は
漢
族
の
事
柄
を
扱
う
組
織
で
あ
る
と
い
う
構
図
が
徐
々
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、



元代集賢院の設立（櫻井）

至
元
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
時
期
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
に
、
集
賢
院
の
存
在
が
江
南
出
身
者
の
任
用

に
積
極
的
に
作
用
し
た
こ
と
が
注
欝
さ
れ
る
。
南
北
統
～
、
そ
し
て
チ
ャ
イ
ナ
プ
ロ
パ
ー
に
お
け
る
混
乱
期
を
抜
け
出
た
至
元
二
〇
年
頃
、
新

た
に
作
ら
れ
た
士
人
登
用
機
関
は
、
江
南
士
人
の
人
材
発
掘
や
任
用
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
稿
で
論
じ
た
崔
残
や
程
鉱
夫
は
早
い

時
期
に
集
客
官
と
し
て
直
接
江
南
に
赴
い
て
賢
良
の
出
仕
を
勧
め
た
し
、
推
挙
を
行
う
行
御
史
台
や
教
育
組
織
と
の
連
関
を
強
め
る
中
で
、
江

南
と
政
権
を
繋
ぐ
役
割
の
～
部
を
担
っ
て
い
っ
た
。
集
賢
院
の
独
立
は
至
元
年
間
と
い
う
時
代
状
況
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
徳
年
間
以
降
の
集
賢
院
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
性
格
を
持
ち
続
け
る
一
方
で
、
少
し
ず
つ
役
目
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
元
代

に
お
け
る
官
衙
の
廃
立
の
例
に
漏
れ
ず
、
皇
帝
の
意
思
や
皇
太
子
・
皇
太
后
の
志
向
に
影
響
を
受
け
た
。
例
え
ば
、
集
半
官
へ
の
任
官
例
を
史

料
か
ら
う
か
が
う
と
、
嘉
元
か
ら
大
徳
年
間
に
か
け
て
は
集
賢
官
全
体
に
占
め
る
割
合
が
少
な
い
集
賢
大
学
士
が
、
至
大
年
間
か
ら
延
祐
年
間

に
か
け
て
大
量
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
武
宗
か
ら
審
尋
の
時
期
に
か
け
て
、
大
量
に
与
え
ら
れ
た
名
誉
称
号
の
一
つ
と
し
て
、
集
賢
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

最
高
官
位
が
用
い
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
情
勢
の
安
定
に
伴
っ
て
、
地
方
の
学
校
や
書
院
が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
、
そ
れ
ら
を
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

率
し
、
そ
こ
か
ら
推
薦
さ
れ
る
人
物
に
対
応
す
る
と
い
う
機
能
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
推
薦
さ
れ
た
人
物
や
在
野
の
士

に
対
し
て
称
号
を
贈
る
こ
と
も
行
っ
た
。
一
方
で
、
道
教
を
統
括
す
る
衙
門
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
次
第
に
定
着
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
集
賢

院
が
持
つ
多
面
性
と
柔
軟
性
を
踏
ま
え
て
、
陰
陽
学
や
医
学
な
ど
、
儒
教
と
道
教
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
組
織
の
統
括
も
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
冒
頭
で
挙
げ
た
「
百
宮
志
」
で
認
識
さ
れ
る
状
態
に
近
づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
と
も
と
集
俳
言
が
翰
林
院
に
附
属
し
て
い
た
こ
と
や
、
翰
林
集
賢
院
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
の
目
的
と
は
別
に
、
翰

林
院
と
並
ん
で
文
章
草
稿
を
行
う
者
と
し
て
の
政
治
的
、
社
会
的
活
動
も
広
く
行
っ
て
い
く
。
「
百
官
志
」
に
お
い
て
、
集
賢
院
が
も
と
も
と

系
統
の
異
な
る
翰
林
国
史
院
の
次
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
別
の
時
代
に
比
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。
二
つ
の
組
織
に
属
す
る
人
々
へ
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
が
、
元
代
を
通
じ
て
「
諸
老
」
・
「
養
老
無
碍
着
地
」
等
と
呼
ば
れ
、
諮
問
機
関
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
続
け
た
。
こ

の
二
つ
の
官
衙
に
つ
い
て
、
元
末
明
初
の
陶
宗
儀
は
『
南
村
綴
耕
録
』
巻
二
一
「
公
宇
」
の
中
で
、
集
賢
院
を
（
蒙
古
）
翰
林
院
、
翰
林
国
史
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⑨

院
よ
り
も
先
に
列
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
至
正
年
間
に
は
集
賢
院
の
地
位
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
端
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
集
本
院
は
、
官
僚
機
構
全
体
の
中
で
見
れ
ば
、
決
し
て
突
出
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
が
、
能
力
の
あ
る
人
物
を
推
薦
す
る
と
い
う
設
立
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

初
の
目
的
を
失
う
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
多
面
的
な
活
動
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
、
道
教
や
医
学
な
ど
を
含
め
た
多
様
な
分
野
の
学
校
や
人
々

を
一
つ
の
機
構
が
統
括
し
、
そ
こ
か
ら
賢
才
を
政
界
に
吸
い
上
げ
よ
う
と
す
る
仕
組
み
は
劃
期
的
だ
と
言
え
る
。
今
後
は
、
科
挙
に
よ
る
登
用

だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
出
仕
経
路
の
制
度
的
裏
づ
け
に
も
注
意
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
　
欄
滋
渓
文
稿
』
巻
八
「
静
脩
先
生
劉
公
墓
表
」
。
劉
因
に
つ
い
て
は
震
一
九
七
　
　
　
　
　
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
八
が
詳
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲
『
元
史
』
巻
＝
二
〇
「
阿
魯
渾
薩
理
伝
扁
岳
柱
附
伝
に
、
「
至
大
元
年
、
授
集

　
②
「
元
故
集
賢
学
士
国
子
祭
酒
太
子
右
諭
徳
鷺
貞
敏
公
墓
誌
銘
鳳
。
　
　
　
　
賢
学
士
、
階
正
議
大
夫
、
即
以
薦
賢
沓
工
為
事
。
」
と
、
同
書
巻
～
七
七
讐
点
心

　
③
銭
大
所
㎎
補
元
史
芸
文
志
』
縄
脱
「
医
書
類
」
に
は
、
門
忽
先
生
『
金
蘭
循
経
　
　
伝
」
に
、
「
率
先
後
記
集
賢
、
署
薦
士
乱
言
数
百
、
金
華
聖
者
、
国
持
、
吾
寧
以

　
　
取
穴
図
解
』
一
巻
」
の
作
者
の
説
明
に
、
「
名
公
事
、
字
吉
甫
、
翰
林
聖
賢
直
学
　
　
　
　
　
謬
挙
受
難
、
蔽
男
手
所
記
忍
。
」
と
あ
る
。

　
　
士
」
と
あ
り
、
医
学
に
長
け
た
人
物
が
こ
こ
で
も
集
賢
院
の
称
号
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
彼
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
集
賢
院
が
翰
林
国
史
院
の
下
に
あ
っ
た
　
　
　
　
先
行
研
究
（
注
の
中
で
は
姓
と
出
版
年
を
以
て
略
記
す
る
）

　
　
時
期
の
称
号
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
健
夫
「
元
代
知
識
人
と
科
挙
」
明
史
林
』
四
ニ
ー
六
、
…
九
五
九
年
（
の
ち

　
④
疇
期
を
特
定
で
き
な
い
が
、
糊
元
史
㎞
巻
七
六
「
祭
祀
肥
溜
」
岳
鎮
鉱
毒
の
條
　
　

剛
元
代
史
の
研
究
平
鞘
文
社
、
一
九
七
二
年
所
収
）

　
　
に
は
、
「
既
而
、
又
以
駅
騎
迂
遠
、
復
為
五
道
、
無
難
使
二
人
、
雄
蕊
院
奏
無
相
　
　
　
　
梅
原
薄
粥
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年

　
　
官
、
翰
林
院
奏
遣
蒙
古
宮
、
出
十
四
給
駅
運
行
。
偏
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
翼
開
元
史
論
叢
」
聯
繋
出
版
事
業
公
司
、
一
九
七
八
年

　
⑤
張
養
浩
『
張
文
忠
公
集
』
巻
二
「
時
政
書
」
で
は
、
至
大
年
間
の
爵
秩
の
濫
　

婁
翼
肌
寒
雪
楼
評
伝
」
新
文
七
出
版
公
司
、
一
九
七
九
年

　
　
発
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
震
翼
（
国
藩
）
「
元
代
之
国
子
学
」
隅
元
史
研
究
論
集
㎞
台
湾
商
務
印
海
難
、
一
九
七

　
⑥
州
元
史
』
巻
八
一
「
選
挙
こ
学
校
等
。
陳
一
九
九
三
、
第
二
章
を
参
照
。
　
　
四
年

⑦
櫻
井
一
九
九
七
、
註
（
5
4
）
を
参
照
。

⑧
例
え
ば
、
『
元
史
』
巻
～
八
五
「
注
沢
民
伝
」
。

⑨
集
賢
院
は
翰
林
国
史
院
と
同
じ
品
級
を
持
ち
な
が
ら
、
二
元
二
四
年
ご
ろ
ま
で
、

　
そ
の
属
吏
の
陞
転
に
は
不
利
な
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
一
元
史
』
巻
八
四

　
「
選
挙
志
四
」
考
課
、
凡
吏
員
考
満
授
正
七
晶
、
至
元
二
四
年
の
條
）
。
大
き
な

裳
国
藩
『
元
許
魯
斎
評
述
㎞
台
湾
商
務
印
害
館
、
一
九
七
二
年

王
樹
林
「
程
鑓
央
江
南
求
賢
所
薦
文
人
考
」
『
信
陽
師
範
学
院
学
報
』
哲
学
社
会
科

　
学
版
、
　
～
⊥
バ
ー
二
、
　
一
九
九
⊥
ハ
年

王
急
雷
「
元
代
的
国
子
祭
酒
考
」
『
内
蒙
古
社
会
科
学
』
文
史
哲
版
、
｝
九
九
三
－

　
四
、
一
九
九
三
年
（
b
）

142　（484）



元代集賢院の設立（櫻井）

王
連
騰
「
伝
世
趙
孟
頬
書
道
教
碑
真
偽
考
」
『
文
物
㎞
～
九
八
三
－
六
、
一
九
八
三

　
年
（
a
）

北
村
高
「
安
蔵
と
仏
教
－
元
初
の
～
ウ
イ
グ
ル
人
官
僚
一
偏
『
東
洋
史
苑
輪
五

　
二
・
五
三
合
併
号
、
一
九
九
九
年

払
子
鋲
「
元
玄
教
宗
師
張
留
孫
年
表
丼
序
扁
『
東
海
学
報
㎞
　
一
〇
…
一
、
　
九
六
九

　
年

顧
敦
鑑
「
張
留
日
与
元
初
政
治
扁
『
寓
意
研
究
集
一
五
、
中
華
叢
書
誤
審
委
員
会
、

　
一
九
七
〇
年

小
畑
是
也
「
元
朝
王
事
院
制
度
研
究
」
門
史
学
研
究
上
二
〇
七
、
一
九
九
五
年

櫻
井
智
美
「
張
監
置
の
活
動
と
そ
の
背
景
扁
『
東
洋
史
研
究
』
五
六
…
四
、
一
九
九

　
七
年

櫻
井
智
美
「
ア
フ
マ
ッ
ド
暗
殺
事
件
と
司
徒
府
の
設
立
」
噸
中
国
i
社
会
と
文
化
㎞

　
｛
五
、
二
〇
〇
〇
年

薫
啓
慶
「
大
蒙
古
国
的
国
子
学
－
兼
論
黒
帯
蕾
英
湧
化
的
濫
譲
与
儒
道
勢
力
的
消

　
長
」
『
労
貞
一
先
生
八
繁
栄
議
論
文
集
隔
台
湾
商
務
印
書
館
、
～
九
八
六
年
（
の

　
ち
『
蒙
元
史
新
研
魅
鴬
嬢
出
塁
、
～
九
九
四
年
所
収
）

孫
克
寛
『
元
代
漢
文
化
之
活
動
』
台
湾
中
華
書
局
、
～
九
六
八
年
（
a
）

孫
克
寛
『
元
代
道
教
之
発
展
』
東
海
大
学
、
～
九
六
八
年
（
b
）

高
橋
文
治
「
土
留
孫
の
登
場
前
後
－
発
給
文
書
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
道
教

　
1
…
」
　
『
東
洋
史
研
閃
究
睡
　
甲
血
⊥
バ
ー
～
、
　
～
九
九
七
年

高
橋
文
治
「
モ
ン
ゴ
ル
王
族
と
道
教
－
武
宗
カ
イ
シ
ャ
ン
と
苗
道
一
1
」
『
東

　
　
方
宗
教
』
九
一
二
、
一
九
九
九
年

張
子
「
元
代
翰
林
国
史
院
与
漢
族
儒
士
扁
螺
北
京
大
学
学
報
』
哲
転
生
、
一
九
八
八

　
－
五
、
　
九
八
八
年

書
算
「
元
西
域
人
帯
化
考
扁
『
北
京
大
学
国
学
季
刊
』
一
－
西
、
一
九
二
三
年
及
び

　
　
『
燕
京
学
報
』
二
、
一
九
二
七
年

陳
壷
皿
「
元
代
的
地
方
官
学
」
『
元
史
論
叢
』
五
、
～
九
九
三
年

特
格
舎
「
元
代
国
子
学
和
国
子
出
初
書
目
心
内
蒙
古
社
会
科
学
㎞
文
史
哲
版
、
一
九

　
　
八
～
…
三
、
一
九
八
一
年

藤
島
建
樹
「
元
の
集
賢
院
と
正
一
教
」
『
東
方
宗
教
』
三
八
、
一
九
七
一
年

　
三
上
次
男
「
金
宋
の
集
賢
院
と
益
政
院
」
欄
鎌
田
博
士
還
暦
記
念
歴
史
学
論
叢
』
鎌

　
　
田
先
生
還
暦
記
A
心
A
写
、
　
一
九
六
九
年

宮
紀
子
「
鄭
断
頭
と
『
直
説
通
略
ヒ
（
上
）
『
中
国
文
学
報
』
五
八
、
一
九
九
九
年

　
娩
従
吾
「
忽
必
烈
平
宋
以
後
的
南
人
問
題
」
『
国
立
政
治
大
学
辺
政
研
究
所
年
報
』

　
　
一
、
一
九
五
九
年
（
の
ち
『
眺
従
吾
先
生
全
集
（
七
）
1
遼
金
元
論
文
（
下
）

　
　
一
』
正
中
書
局
、
一
九
八
二
年
所
収
）

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
支
援
推
進
員

）
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thoroughly　due　to　the　stability　in　number　that　the　counties　maintained　throughout

the　successive　dynasties．　Close　observation　of　major　cases　in　the　Jiang　xi，　the

Jiang　Zhe　and　the　Guang　dong　regions，　however，　revealed　that　most　new

counties，　since　they　were　iocated　oR　outskirts　of　estabtished　counties，　were

establisked　with　tke　cooperation　of　the　inhabitants　who　were　longing　for　new

counties　as　relief　from　heavy　tax　carrying　burdens　or　from　the　deteriorating　public

peace．　Therefore，　the　new　countries　were　subject　to　the　inhabitants’　wiil　to　a

considerable　extent．　ln　addinon，　stories　relating　to　the　circurristances　under

which　these　counties　were　established　were　handed　down　for　posterity　in　various

forms，　and　how　a　magistrate　sympathetic　to　inhabitants　together　with　residential

literati　as　the　central　figures　established　a　county　govemment　was　depjcted．

These　situations　in　the　new　counties　then　are　quite　understandable　as　historical

facts　consistent　with　the　fundamental　characteristics　of　the　Southern　Song　Period，

when　positive　invoivement　of　inhabitants　in　the　administration　played　certain　roles

in　the　continuance　and　development　of　local　society．

The　Establishment　of　the　Academy　of　Scholarly　Worthies集二院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　during　the　Yuan　Dynasty

by

SAKURAI　Satomi

　　This　essay　exa血es　the　understudied　Academy　of　Scholarly　Worthies（集賢院）

of　the　Yuan　period，　with　an　emphas三s　on　its　formative　period　du血g　the　Zhiyt」an

（至元1264－95）reign．　It　analyzes　in　detall　the　circumstance　and　personalities

related　to　the　Academy’s　establishment，　its　functions，　as　well　as　its　relation　to

other　administrative　organs．　Previous　studies　have　stressed　the　court’s　desire　to

institutionally　1ink　Daosim　with　political　power　in　the　establisrnent　of　the　Academy．

However，　it　was　also　intended　as　a　means　to　recruit　men　usefu1　to　political

authorities．

　　While　the　Academy’s　function，　incluing　its　supervision　over　educational　insti－

tutions　and　its血fluence　over　other血stitutiQns，　changed　graduaHy　according　to　the

vartous　directives　of　the　imperial　family　and　other　administrative　organs，　they　ali

can　be　umderstood　in　terrns　of　the　original　intention　behind　the　founding　of　the
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Academy．　Further　whether　considered　from　the　perspective　of　personal　selec－

tion　or　the　supervision　of　Daoism　and　education，　the　fact　that　the　Academy　was

established　Iate　du血g　the　Zhiyuan　reign，　when　the　Monglols　finally　extended

control　over　the　Jiangnan　region，　makes　clear　the　Academy’s　strong　lmks　to　the

newly　ascendant　Jiangnan（江南）region．　It　is　vital　to　pay　due　consideration　to

the　fact　that勧recruiting　of丘cials，　the　Yuan　dynasty　used　a　variety　of　ilstitutional

means　to　complement　the　exarnination　systems．
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